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御社の設立経緯についてお聞かせください。

　当社はもともと、米石油大手のガルフ社が県

内に進出し平安座島に石油関連基地を建設する

際に、同社からの様々な人材派遣業務などを請

け負うために平安座自治会が協力し、設立され

た会社です。

　このガルフ社からの進出への協力要請に対し

て、平安座島の住民からの条件は「平安座島と

沖縄本島をつなぐ海中道路を建造してもらえた

ら協力します」との回答をしました。すると約

1カ月たらずで、島民の念願であった海中道路

が出来ました。島民は驚きと共に、非常に喜ん

だようです。

　なぜ島民が進出条件で海中道路の建造にこだ

わった理由は、過去にも 3回、島民だけの力で

海中道路を造っていた事があったのですが、す

べて台風による被害で壊されました。そういっ

た経緯もあって、島民は強く海中道路の建造を

願っていまいした。

　設立当初はガルフ社からの依頼で建設工事現

場の作業員、清掃員、料理の賄人など依頼があ

れば、どのような業務依頼でも引き受けると
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 代表取締役社長

平安座総合開発株式会社は本土復帰前の1969年12月に平安座自治会が協力し設立された会社で昨
年、創業50周年を迎えた。事業内容は総合建設業のほか、機工部門を有しており、金属加工の研磨に
おいて特殊加工技術を有し、業界内でも非常に高い評価を受けている。今回は、うるま市平安座にあ
る本社事務所をお訪ねし代表取締役である下條義明氏に同社のこれまでの歩み、事業内容、経営理念、
今後の事業展開などをお聞きした。	 インタビューとレポート　　新垣　貴史

（    ）

（    ）

（    ）
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いったスタンスだったようです。そのなごりが

当社の社名である平安座総合開発の「総合」と

いう言葉に「様々な業務を引き受ける」との意

味があります。

　このような経緯で当社から派遣されガルフ社

の施設建設に携わった職人が、のちの当社の建

設部に、機械などの設置等に携わった職人が機

工部で活躍することとなり、ガルフ社との関わ

りが現在、生かされています。

設立当初は相当なご苦労があったのではないで

すか。

　設立の際の発起人は島の有志 30 名、沖縄が

本土復帰する前の経済が不安定な時期の創業

で、大変な困難と苦労があったと聞いています。

この諸先輩方のご苦労と、地にしっかりと足を

つけ、地域経済の発展のために努力を重ねてき

たお陰で、昨年 12 月 21 日で創業 50 周年を迎

えることができました。

現在の業務はどのような部門がございますか。

　現在の業務部門は、総務部、建設部、機工部、

業務部、営業部の 5部門になっています。

　それぞれの部門を簡単に紹介すると、総務部

は一般的な総務全般、建設部は公共工事及び民

間工事、民間建設作業、土木工事などを行って

います。機工部は主に沖縄電力などの発電所の

メンテナンス全般、工作機器による工場内作業

などです。業務部は、警備作業、消防業務請負、

草刈作業、船舶の係留作業、路線バス及びスクー

ルバス、送迎バスの請負など。最後に営業部は

営業全般です。

業務部での路線バス事業とは、どのような業務

をなさっていますか。

　当社では以前より、島民の皆様の生活インフ

ラとしての乗合バス、スクールバスを運行して

います。屋慶名から海中道路を通り、平安座島、

浜比嘉島、宮城島、伊計島を結ぶ生活路線とし

て運行しています。

　バス事業に関しては、島民の皆さんへの社会

貢献事業の一つとして継続しており、地域コ

ミュニティバスとして補助金を活用しながら運

行を行っております。

旧社屋

石油制御パネル操作 一般貸切バス

合同防災訓練
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　当社では、「品質で信頼を得て、技術で社会

に貢献する」という信念のもと様々な社会貢献

活動を積極的に行っています。平安座島周辺の

公園や学校グラウンドの草刈、清掃作業に人員

及び機材を派遣する、学校の図書館に毎年図書

を寄贈する、また最近だと、うるま市で発生し

た豚熱の災害対策活動に人員を派遣するなどを

行いました。　

なぜ、これほど地域社会貢献活動に積極的なの

ですか。

　当社は株式会社ですが株式の 51％は平安座

自治会が持っており、平安座区民が株主となり

ます。まさに、平安座区民の会社といえます。

そういった設立経緯などもあり、会社として利

益を出すのも大事ですが、地域貢献活動やそれ

に付随する業務も当社の大切な事業であると考

えています。

今でも従業員は平安座島出身の方だけですか。

　そもそも設立当初の従業員は全員が平安座区

民でした。しかし創業 50 年も経過すると会社

の規模も大きくなり、島民のみでは対応できな

くなっており、現在は島外の従業員もおります。

沖縄本島南部から北部地区出身者まで幅広い人

材を採用しています。

御社の人材育成はどのような取り組みを行って

いますか。

　経営課題は「人材育成」と「特殊技術の承継」

です。会社にとって一番の宝は「社員」です。

　当社では 3年程前から、JJP 会議と命名した

新たなプロジェクトを立上げました。これは「次

世代人材育成プロジェクト」の頭文字から命名

しています。各部から数名選出された次世代の

幹部候補者を対象に外部講師を招いて定期的に

勉強会、セミナー等を開催しています。会社に

いらっしゃる株主やお客様からも「会社の雰囲

気が変わった」との声も耳にすることが多くな

り、徐々に効果が表われてきているなと感じて

います。

発電プラント整備旋盤加工作業

メンテナンスショップ内
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御社の経営課題はどのようなものがございますか。

　やはり、若い人への人材育成や技術継承が大

きな経営課題です。当社でも、いろいろな資格

取得などを目指してもらおうと、資格取得費用

などを会社が補助する取り組みを行っているの

ですが、残念ながら頑張って高難易度の資格を

取得した後、他社から引き抜きや転職するなど

の事例が結構あります。会社もお金を掛けて人

材育成のため投資をしているので、このような

形で退職されるのは非常に残念で、やるせない

気持ちになります。

　また、特に当社の機工部門の経営課題とし

て「職人技」というか長年培ってきた技術の承

継が重要な課題となっています。当社の機工部

門では金属加工の研磨においても特殊加工技術

を有しており、機械では真似できないミクロン

単位の職人の感覚的な世界があるようです。マ

ニュアルや文字には書けない、経験のみで培っ

てきた技術こそが他社が真似できない当初の強

みだと考えています。

　取引のある企業からも、「確実に技術の伝承

を、お願いしますね」という言葉を掛けて頂い

ています。非常に名誉なことであり責任重大で

あるなと実感しています。

　

人手不足などの影響はございますか。

　当社では毎年、定期的に工業高校卒の若い人

を 2～ 3 名は採用しています。技術継承のた

めにも各工業高校に強く働きかけて人材確保に

は努めています。もちろん沖縄の工業高校にも

旋盤機の加工技術を持ち優秀な子はいます。し

かし、現実としては県外の会社に就職してしま

う子が多い。県内には、なかなか技術を活かせ

る職場が少ないというのも問題です。

　また私の感覚では、人手不足というよりは、

人材不足という言葉が適切かなと感じていま

す。若い人や働きたいという人はいるが、その

若者をきちんと育てることができる管理者や技

術者がいない。それは機工部に限らず、建設部

でも同じであると思います。そのため管理や技

術を持っている人の人件費が高騰して、なかな

か企業でも採用できない。そのため意欲があっ

て勉強していきたいと思っている若者も、なか

なか新しいチャレンジできない。そこが問題だ

沖縄県離島児童・生徒支援センター（仮称）新築工事
（建築２工区） 平成 24 年度大北地区側道等整備工事

（仮称）那覇港総合物流センター新築工事
（ランプウェイ１工区） 沖縄県総合運動公園遊具舗装工事（H28）
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と思います。今は、時間は掛かりますが、意欲

のある若い人を一から育てて管理者や技術者を

自前で地道に育てていくしかないと取り組みを

始めています。

　高卒で採用された職員の中には、当社の機工

部の発電タービンのメンテナンス業務をしてい

る会社案内の写真を見て「絶対に平安座総合開

発に入社したい」と憧れて入社してくる若者も

います。

　非常に頼もしく、うれしく思いますし、そう

いった元気な若者をしっかりと一人前の技術者

に育てていきたいと考えています。

経営理念を教えてください。

　昨年、創業 50 周年を機に「経営理念」をリ

ニューアルしました。「信頼と尊敬の心を紡ぎ、

地域とともに発展そして未来へ」です。会社を

強く前に進めるためには、ベースとなる企業体

力と信頼関係が必要で、それを長年かけて築い

て（紡いで）きた先人への感謝の気持ちを（尊

敬の念）表現しています。そして、それを維持

しながら同時にもっと前に進むために未来を切

り開いていきたいという気持ちを込めていま

す。また、同時に会社のロゴマークもリニュー

アルしました。4つの案があったのですが、「平

安座総合開発」の「H」を図案化し、「波、紡ぐ、

無限大」をイメージしています。ロゴマークの

真ん中の膨らみは平安座島を表現、それを囲む

海、そして波で自然豊かな地域を表しています。

最後に

　様々な業務を展開している当社は普遍的にた

くさんの人が、協力して一つの建物やプロジェ

クトを進め完成させていく仕事です。そこで欠

かせないのが、高い責任感とコミュニケーショ

ン能力です。請け負った仕事を最後まで責任を

持ってやり遂げる力と、自分の思いを分かりや

すく伝え、周囲の意見をしっかり聞いて取り込

める力は、どんな条件下であろうとも欠かせな

いスキルだろうと思います。

　これからも私どもの業務を通じて、多くの

人々の幸せに繋がっていくことを願いながら創

立半世紀の歴史を糧に、100 年企業を目指し、

日々チャレンジしながら、邁進していきます。

企業概要

商　　 　号：
本社所在地：
連 絡 先：

U R L：
創　　 業：
常 勤 役 員：

従 業 員 数：
事 業 内 容：

平安座総合開発株式会社
うるま市与那城平安座 8290
098-977-8205
098-977-7332（FAX）
http://www.henza-sk.com/
1969 年 12 月 21 日（昭和 44 年）　　
代表取締役  下條　義明
常務取締役  上門　宏章（兼総務部長）
常務取締役  吉村　文男
常務取締役
業 務 部 長  新里　俊明

常務取締役
機 工 部 長  大濱　博達

157 人（2019 年 12 月末）
総合建設業

（土木工事、建築工事、管工事、
機械器具設置工事）
機械器具設置及びメンテナンス
旅客自動車運送事業
一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
緑地維持管理業

指差呼称・安全大会（令和元年）

現社屋
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An Entrepreneur

新たな取り扱い製品を模索

　合資会社　導（みちびき）プランニングは

1980 年創業の土木資材販売を主事業とした会社

である。主に取り扱っている商品は「テクトン

と呼ばれる高強度で適度な伸びがある不織布で、

荷重を的確にシート全体に伝え、軟弱地盤など

の土地改良工事で活躍する製品となっている。

　この製品は、透水性にも優れており土中でも

確実にフィルター性を維持し目詰まりを起こさ

ないのが特徴でもある。

　同社としては、この製品に続くような新たな、

製品の取り扱いを検討していたところ、高知県

にあるチカミミルテック株式会社が製品開発し

た全く新しい素材から作られた工事用資材「ド

レーン」の事を知った、と和宇慶氏は話してく

れた。

「ドレーン」とは

　ドレーンとは海上の埋め立て工事や軟弱地盤

改良工事を行う際に、地中に埋め込む工事用資

材で地盤を強固にするために用いられ排水路の

役割を果たす。一般的には「ケーシング」と呼

ばれる鋼管にプラスチック製のドレーンを通し

ケーシングだけを抜きドレーンを地中に埋める

工法を行う。そうすると縦に地中に埋まったド

レーンを通じて地中にある水分が地上に徐々に

上がってくることで、地盤が固まっていく仕組

みとなっている。

世界的なプラスチックごみ問題

　最近、世界的に問題になっているプラスチッ

クによる海洋汚染問題。世界的には、プラスチッ

クを使ったストローや、レジ袋を政府が禁止し

はじめている国もあるほどだ。

　実際に、先ほど説明した工事用資材ドレーン

についても一般的には石油系プラスチック製品

が使われ、経年劣化により海に流れることもあ

り、大きな問題となっている「マイクロプラス

チック」となり海洋汚染の原因の一つとなって

いるという。1 つの工事で何トンもの石油系プラ

スチック製のドレーンが使われ地中に残置され

ている現状がある。

　また数年後に土地改良工事が終わり実際にそ

の土地を有効活用しようとした際にも、その土

地には石油系プラスチック製のドレーンが地中

起業家訪問

合資会社　導プランニング

Vol. 133

環境に優しい工事用資材製品がある
ことを県民のみなさんにも知っても
らいたい。

事業概要

○代 表 者　和宇慶　勲

○設　　立　1980 年 1 月 23 日（昭和 55 年）

○事業内容　土木資材販売

○住　　所　沖縄市比屋根 7 丁目 19 番 12 号

○ T e l 　 098-932-2226

○社　　員　4 人

和宇慶　勲 社長
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に何トンも残っていることになり、そのゴミと

なったプラスチック製ドレーンの処理にも時間

と大きなコストが掛かることになる。

植物由来の素材で作られたドレーン

　そこで冒頭で紹介したチカミミルテック社が

作ったドレーンは「トウモロコシ」由来の素材

を主原料とした生分解性プラスチック製である。

地盤条件にもよるが、約 6 年～ 10 年程度の期間

で地中の微生物によって自然に分解されてしま

うという。

県内でも初利用の実績

　昨年、三重県の丸昇建設や福岡県のキャドテッ

クが施工した沖縄市の泡瀬沖合の埋め立て工事

の一部で、導プランニング社が仕入れたこの新

素材のドレーンが県内ではじめて採用された。

　県外では 15 年程前から生分解性プラスチック

ドレーンが使用され始め、道路や造成工事を中

心に多くの実績がある。

　そしてこの泡瀬の沖合での埋め立て工事で使

用された、この生分解性プラスチックドレーン

は総重量が約 6.5 トンにもなった。

沖縄の美しい海や生き物たちを守るために

　「泡瀬の埋め立て工事以外にも、県内では各市

町村で埋め立て工事があると思いますが、今後

ぜひ、この環境に優しい生分解性プラスチック

ドレーンの導入を検討して欲しい」と和宇慶氏

は語る。

　「埋め立て工事自体が自然環境にある程度はど

うしても負荷が掛かると思うが、せめて工事資

材などはでは、できる限り環境に優しい素材を

採用してもらえたら」と語った。

最後に

　「人間が生きていくための開発と自然環境の保

護を両立することは、なかなか難しい問題だと

思います、しかし素材技術の進歩により、今は

より環境に優しい工事用資材製品があることを

県内の皆さんにも知ってもらい、生分解性プラ

スチックドレーンを活用した工事が増えてくれ

たらうれしい」と和宇慶氏は話す。

　世界的にも、プラスチックゴミの削減が大き

な問題となっている中、このような自然環境に

優しい製品が開発され、工事資材の選択肢が増

えたことは、私たちとしても非常にうれしいこ

とだ。今後、沖縄の美しい海を守る手段のひと

つとして、植物由来の素材で作られたドレーン

の活用が進んでいくのかもしれない。

（レポート　新垣　貴史）

水平ドレーン実際の施工例

ドレーン打設機

鉛直ドレーン

生分解プラスチックの循環
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本を用いました。ゲノム解析では、36,203

個の一塩基多型（SNPs）を分析しました。

SNPsとはDNAの遺伝構成にあるわずかな

違いのことで、研究者が遺伝的変異を研究

するのに役立つものです。

　竹内博士らは、個体群の分布としては北

部に当たる日本本島のアコヤガイと、南部

にあたる南西諸島、中国、カンボジアの個

体群とは、遺伝的に離れていることを発見

しました。

　しかし、陸地による障壁で隔てられてい

るわけではない日本本島と南西諸島のアコ

ヤガイが、なぜ遺伝的に異なるのかが大き

な謎でした。黒潮の強い海流により、アコ

ヤガイは南西諸島から本島に容易に移動で

き、個体群は混ざり合うことが想定される

からです。

アコヤガイのゲノム解読

　アコヤガイを使った日本の真珠生産は、

一世紀にわたって成功を収めましたが、そ

の後、赤潮の頻発と感染症の拡大が打撃と

なり、1990年台には生産が激減しました。

さらにこの時期には、中国産アコヤガイが

日本の真珠養殖水域に導入されたことから、

アコヤガイ個体群の遺伝的多様性が失われ

ることが懸念されました。

　アコヤガイをよりよく理解し保護するた

めに、研究者らは日本本島、沖縄近辺を含

む南西諸島南部、中国、ミャンマー、カン

ボジアの各地から採取した約200個体の標

本を分析しました。近年における日本のア

コヤガイ集団と中国のアコヤガイ集団の混

合による影響を最小限に抑えるため、分析

には2000年から2003年に採取した凍結標

遺伝的変異と強く相関していました。日本

本島と南西諸島の個体群との間の遺伝的差

異は、各地域の環境条件への適応と関係が

ある可能性が示されました。

　この謎を解くため、研究者らは、さまざ

まな環境要因（海面水温、海水中の酸素、

二酸化炭素、リン酸塩、硝酸塩、塩分濃度）

と遺伝的多様性との関連を調べました。

　統計解析の結果、海面水温と酸素濃度が

イの分布に影響する可能性があるため、研

究者たちは今後もアコヤガイの遺伝子研究

をさらに続けていきたいと考えています。

　「今回の研究では、全ゲノム情報を用い

て西太平洋のアコヤガイの遺伝学的な集団

構造を明らかにしました。現在は、日本の

アコヤガイの個体群を他の地域の個体群と

識別するためのDNAマーカーを開発してお

り、今後、日本のアコヤガイに固有の遺伝

資源の保全に役立つと思います」と竹内博

士は語っています。

　「アコヤガイの集団構造を理解し、沖縄

も属する南西太平洋からどのようにして日

本本島に移動したのかを理解することが主

な目的でした。アコヤガイは西太平洋に広

く分布しているので、遺伝的分化を理解す

るには良いモデル生物なのです」と、この

度Evolutionary Applications誌に発表された研
究論文の筆頭著者である竹内猛博士は説明

します。

日本産アコヤガイの起源に迫る

　今回の発見は、研究者たちがアコヤガイ

の変遷を理解することにも役立ちました。

最終氷期極大期（約2万年前）の海洋表面温

度は現在よりかなり低く、日本のアコヤガ

イの個体群は日本本島に存在しませんでし

た。しかし最終氷期以降、日本の気温は上

昇し、6,000年前、現在よりも２度から３度

高くなってピークに達し、アコヤガイの分

布は日本本島へと北上しました。

　将来の気候変動と海水温上昇がアコヤガ

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

気候変動と海水温上昇が真珠貝の進化に影響

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　日本では19世紀後半から真珠養殖が盛んに行われ、美しい真珠を広く養殖・商品化できるように

なりました。一方、遺伝学的、進化論的な観点では、真珠の母貝であるアコヤガイ（Pinctada fucata）に

ついて、これまでほとんど理解されてきませんでした。沖縄科学技術大学院大学（OIST）マリンゲノ

ミックスユニットの研究者らは、このような状況を踏まえ、竹内猛研究員が中心になり、日本の多く

の研究者とともに2012年にアコヤガイのゲノムを解読することに成功しました。今回の研究はこの

ゲノム情報に基づいてさらに研究を進めたものです。

　そこでこの度、OISTの研究者らが、国立研究開発法人 水産研究・教育機構 増養殖研究所、三重県農

林水産部と共同で、西太平洋のいたるところで採集したアコヤガイのゲノムの塩基配列データを用

い、各地の個体群が、遺伝的および地理的にどのように異なるかについて解明しました。分析結果に

より、アコヤガイが時間の経過に伴って起こった環境変化に対し、どのように適応してきたのかを洞

察できます。アコヤガイ の遺伝学的集団構造を理解することは、気候変動を考慮した効果的かつ的

確な保護戦略を構築する上で重要です。

日本の真珠貝（アコヤガイ）

提供：OIST

西太平洋にあるアコヤガイ個体群の分布。(A) 採取地域は、JPN：本州、四国、九州を含む日本本土、NAN：南西諸島、CHN：中国、

KHM：カンボジア、MMR：ミャンマー。　(B) 全ゲノムSNPデータを用いたPCA（主成分分析）では、北部集団（日本本島）が南部集

団（カンボジア、中国、南西諸島）から遺伝的に分岐したことが明らかになった。インド洋ミャンマーにおける個体群は、地理的障壁の

ため太平洋のその他の個体群と識別可能。さらに日本の鹿児島県上甑島の個体群は、砂州により海から隔離されたラグーン(潟湖)に生息

するため、遺伝的に特有である。　提供：OIST

新時代の教育研究を切り拓く
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高くなってピークに達し、アコヤガイの分

布は日本本島へと北上しました。

　将来の気候変動と海水温上昇がアコヤガ

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

気候変動と海水温上昇が真珠貝の進化に影響

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　日本では19世紀後半から真珠養殖が盛んに行われ、美しい真珠を広く養殖・商品化できるように

なりました。一方、遺伝学的、進化論的な観点では、真珠の母貝であるアコヤガイ（Pinctada fucata）に

ついて、これまでほとんど理解されてきませんでした。沖縄科学技術大学院大学（OIST）マリンゲノ

ミックスユニットの研究者らは、このような状況を踏まえ、竹内猛研究員が中心になり、日本の多く

の研究者とともに2012年にアコヤガイのゲノムを解読することに成功しました。今回の研究はこの

ゲノム情報に基づいてさらに研究を進めたものです。

　そこでこの度、OISTの研究者らが、国立研究開発法人 水産研究・教育機構 増養殖研究所、三重県農

林水産部と共同で、西太平洋のいたるところで採集したアコヤガイのゲノムの塩基配列データを用

い、各地の個体群が、遺伝的および地理的にどのように異なるかについて解明しました。分析結果に

より、アコヤガイが時間の経過に伴って起こった環境変化に対し、どのように適応してきたのかを洞

察できます。アコヤガイ の遺伝学的集団構造を理解することは、気候変動を考慮した効果的かつ的

確な保護戦略を構築する上で重要です。

日本の真珠貝（アコヤガイ）

提供：OIST

西太平洋にあるアコヤガイ個体群の分布。(A) 採取地域は、JPN：本州、四国、九州を含む日本本土、NAN：南西諸島、CHN：中国、

KHM：カンボジア、MMR：ミャンマー。　(B) 全ゲノムSNPデータを用いたPCA（主成分分析）では、北部集団（日本本島）が南部集

団（カンボジア、中国、南西諸島）から遺伝的に分岐したことが明らかになった。インド洋ミャンマーにおける個体群は、地理的障壁の

ため太平洋のその他の個体群と識別可能。さらに日本の鹿児島県上甑島の個体群は、砂州により海から隔離されたラグーン(潟湖)に生息

するため、遺伝的に特有である。　提供：OIST

新時代の教育研究を切り拓く

沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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本を用いました。ゲノム解析では、36,203

個の一塩基多型（SNPs）を分析しました。

SNPsとはDNAの遺伝構成にあるわずかな

違いのことで、研究者が遺伝的変異を研究

するのに役立つものです。

　竹内博士らは、個体群の分布としては北

部に当たる日本本島のアコヤガイと、南部

にあたる南西諸島、中国、カンボジアの個

体群とは、遺伝的に離れていることを発見

しました。

　しかし、陸地による障壁で隔てられてい

るわけではない日本本島と南西諸島のアコ

ヤガイが、なぜ遺伝的に異なるのかが大き

な謎でした。黒潮の強い海流により、アコ

ヤガイは南西諸島から本島に容易に移動で

き、個体群は混ざり合うことが想定される

からです。

アコヤガイのゲノム解読

　アコヤガイを使った日本の真珠生産は、

一世紀にわたって成功を収めましたが、そ

の後、赤潮の頻発と感染症の拡大が打撃と

なり、1990年台には生産が激減しました。

さらにこの時期には、中国産アコヤガイが

日本の真珠養殖水域に導入されたことから、

アコヤガイ個体群の遺伝的多様性が失われ

ることが懸念されました。

　アコヤガイをよりよく理解し保護するた

めに、研究者らは日本本島、沖縄近辺を含

む南西諸島南部、中国、ミャンマー、カン

ボジアの各地から採取した約200個体の標

本を分析しました。近年における日本のア

コヤガイ集団と中国のアコヤガイ集団の混

合による影響を最小限に抑えるため、分析

には2000年から2003年に採取した凍結標

遺伝的変異と強く相関していました。日本

本島と南西諸島の個体群との間の遺伝的差

異は、各地域の環境条件への適応と関係が

ある可能性が示されました。

　この謎を解くため、研究者らは、さまざ

まな環境要因（海面水温、海水中の酸素、

二酸化炭素、リン酸塩、硝酸塩、塩分濃度）

と遺伝的多様性との関連を調べました。

　統計解析の結果、海面水温と酸素濃度が

イの分布に影響する可能性があるため、研

究者たちは今後もアコヤガイの遺伝子研究

をさらに続けていきたいと考えています。

　「今回の研究では、全ゲノム情報を用い

て西太平洋のアコヤガイの遺伝学的な集団

構造を明らかにしました。現在は、日本の

アコヤガイの個体群を他の地域の個体群と

識別するためのDNAマーカーを開発してお

り、今後、日本のアコヤガイに固有の遺伝

資源の保全に役立つと思います」と竹内博

士は語っています。

　「アコヤガイの集団構造を理解し、沖縄

も属する南西太平洋からどのようにして日

本本島に移動したのかを理解することが主

な目的でした。アコヤガイは西太平洋に広

く分布しているので、遺伝的分化を理解す

るには良いモデル生物なのです」と、この

度Evolutionary Applications誌に発表された研
究論文の筆頭著者である竹内猛博士は説明

します。

日本産アコヤガイの起源に迫る

　今回の発見は、研究者たちがアコヤガイ

の変遷を理解することにも役立ちました。

最終氷期極大期（約2万年前）の海洋表面温

度は現在よりかなり低く、日本のアコヤガ

イの個体群は日本本島に存在しませんでし

た。しかし最終氷期以降、日本の気温は上

昇し、6,000年前、現在よりも２度から３度

高くなってピークに達し、アコヤガイの分

布は日本本島へと北上しました。
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気候変動と海水温上昇が真珠貝の進化に影響

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　日本では19世紀後半から真珠養殖が盛んに行われ、美しい真珠を広く養殖・商品化できるように
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ついて、これまでほとんど理解されてきませんでした。沖縄科学技術大学院大学（OIST）マリンゲノ

ミックスユニットの研究者らは、このような状況を踏まえ、竹内猛研究員が中心になり、日本の多く

の研究者とともに2012年にアコヤガイのゲノムを解読することに成功しました。今回の研究はこの

ゲノム情報に基づいてさらに研究を進めたものです。

　そこでこの度、OISTの研究者らが、国立研究開発法人 水産研究・教育機構 増養殖研究所、三重県農

林水産部と共同で、西太平洋のいたるところで採集したアコヤガイのゲノムの塩基配列データを用

い、各地の個体群が、遺伝的および地理的にどのように異なるかについて解明しました。分析結果に

より、アコヤガイが時間の経過に伴って起こった環境変化に対し、どのように適応してきたのかを洞

察できます。アコヤガイ の遺伝学的集団構造を理解することは、気候変動を考慮した効果的かつ的

確な保護戦略を構築する上で重要です。

日本の真珠貝（アコヤガイ）
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西太平洋にあるアコヤガイ個体群の分布。(A) 採取地域は、JPN：本州、四国、九州を含む日本本土、NAN：南西諸島、CHN：中国、

KHM：カンボジア、MMR：ミャンマー。　(B) 全ゲノムSNPデータを用いたPCA（主成分分析）では、北部集団（日本本島）が南部集

団（カンボジア、中国、南西諸島）から遺伝的に分岐したことが明らかになった。インド洋ミャンマーにおける個体群は、地理的障壁の

ため太平洋のその他の個体群と識別可能。さらに日本の鹿児島県上甑島の個体群は、砂州により海から隔離されたラグーン(潟湖)に生息

するため、遺伝的に特有である。　提供：OIST
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　「今回の研究では、全ゲノム情報を用い

て西太平洋のアコヤガイの遺伝学的な集団
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な目的でした。アコヤガイは西太平洋に広
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構造を明らかにしました。現在は、日本の

アコヤガイの個体群を他の地域の個体群と

識別するためのDNAマーカーを開発してお

り、今後、日本のアコヤガイに固有の遺伝

資源の保全に役立つと思います」と竹内博

士は語っています。

　「アコヤガイの集団構造を理解し、沖縄

も属する南西太平洋からどのようにして日

本本島に移動したのかを理解することが主

な目的でした。アコヤガイは西太平洋に広

く分布しているので、遺伝的分化を理解す

るには良いモデル生物なのです」と、この

度Evolutionary Applications誌に発表された研
究論文の筆頭著者である竹内猛博士は説明

します。

日本産アコヤガイの起源に迫る

　今回の発見は、研究者たちがアコヤガイ

の変遷を理解することにも役立ちました。

最終氷期極大期（約2万年前）の海洋表面温

度は現在よりかなり低く、日本のアコヤガ

イの個体群は日本本島に存在しませんでし

た。しかし最終氷期以降、日本の気温は上

昇し、6,000年前、現在よりも２度から３度

高くなってピークに達し、アコヤガイの分

布は日本本島へと北上しました。

　将来の気候変動と海水温上昇がアコヤガ

OISTでは一般見学者の受け入れ、会議およびワークショップ、

一般公開の文化イベントを含むOISTへの訪問は、4月29日

（水）までキャンセルまたは延期となっております。

OISTについてより詳しくお知りになりたい方はwww.oist.jp 

をご覧下さい。

アコヤガイは1世紀以上にわたり日本で養殖されている。

提供：OIST

＊本研究成果の一部は、平成28年から開始した農研機構生物系特定産業技術研究支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業」のう

ち「水産物の国際競争に打ち勝つ横断的育種技術と新発想飼料の開発」の一環として行われました。

寄　　稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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1. はじめに

　一般財団法人沖縄観光コンベンションビュー

ローでは、「ミス沖縄選出事業」を通じて、1981

年以来 38 回にわたり、毎年 3 名のミス沖縄を選

出しております。毎年誕生するミス沖縄 3 名は、

国内外での親善交流を通して、本県のイメージアッ

プを図るとともに沖縄観光の魅力を伝える役割を

担っておりこれまでに 100 名以上のミス沖縄を輩

出してまいりました。

2. 沖縄観光親善使節第 39 代ミス沖縄の選出に

ついて 

　去る 1 月 26 日（日）に開催した「ミス沖縄選

出大会」において、2020 年 4 月より 1 年間、沖

縄観光の顔として活動するミス沖縄の 3 名を選出

いたしました。

◆第 39 代ミス沖縄スカイブルー

岩本 華奈（いわもと かな）

◆第 39 代ミス沖縄コバルトブルー

山里 ひかる（やまざと ひかる）

◆第 39 代ミス沖縄クリーングリーングレイシャス

新里 瑞紀（しんざと みずき）

3. 今後の活動について 

　2020 年 4 月 1 日より活動を開始するにあたっ

て、100 時間ものデビュー前研修を実施いたしま

す。

　デビュー前研修では、今後一年間、沖縄観光の

顔として活動していくための基礎的なスキルを習

沖縄観光親善使節　第 39 代「ミス沖縄」が決定しました！
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得します。

　デビュー前研修の実施にあたっては、専修学校

インターナショナルリゾートカレッジ様のご協力

のもと、本県の歴史、文化、芸能、観光等に関す

る知識習得のための座学や、ビジネスマナー、立

ち居振る舞い、スピーチ、マスコミ対応等に関す

る座学、実践でのスキル習得、県内の主な観光地

や観光施設を巡るフィールドワーク等、多岐にわ

たる内容のデビュー前研修を実施します。

　ミス沖縄として活動をスタートした後は、公務

と並行して、通算 400 時間もの研修を実施してい

ます。

　県内の各観光施設を視察し、それぞれの特色や

取り組みをヒアリングし、県外での情報発信に役

立てます。

　また、沖縄県内の各地域の魅力をお伝えできる

よう、県内各離島での研修を実施し情報収集を行

うことによって、県外で実施する誘客活動に生か

しています。

4. 第 39 代ミス沖縄について

 ミス沖縄スカイブルー　岩本華奈

◆将来の夢

　向上心を持ち常に学び続け、周りを明るく楽し

ませる女性になること

◆好きな言葉

　なんくるないさ（正しいことをしていれば、な

んとかなるさ）

◆お気に入りの観光スポット

　海中道路、ニライカナイ橋、金城町の石畳 

◆メッセージ

　ミス沖縄として沖縄と世界を繋ぐ架け橋のよう

な存在となり、沖縄の魅力を一人でも多くの方に

伝え、観光の発展に全力を尽くします。

　先輩方が築き上げてきたタスキの責任を強く持

ち、常に笑顔で頑張って参りますのでどうぞよろ

しくお願いします。

irc でのデビュー前研修の様子
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ミス沖縄コバルトブルー　山里ひかる

◆将来の夢

　内面から輝きを解き放つ、ユーモアと知性溢れ

る品格のある女性になること。与えることのでき

る女性。常に前を向き、芯のある女性になること。

◆好きな言葉

　すなかぎ（宮古島方言）

　言葉遣いや行動に、自分を飾ろうとする欲が見

えず、相手に清々しい気分を与えること。素直、

心優しい、美しい。

◆お気に入りの観光スポット

　南城市にある斎場御嶽。私の大好きなパワース

ポットです。

◆メッセージ

　第 39 代ミス沖縄コバルトブルーに選出して頂

いたこと、心より感謝致します。

　私の思う観光名所の一つ、ウチナーンチュの心

を県外、世界へと発信していきたいと思っており

ます。

　沖縄の魅力を正しく理解し、これからの更なる

沖縄の発展と共に、私自身も大きく成長し、3 人

で協力しながら愛を持って精一杯頑張りますので、

1 年間どうぞ宜しくお願い致します。

ミス沖縄クリーングリーングレイシャス新里瑞希

◆将来の夢

　沖縄の女性を象徴するような芯の強さを兼ね備

えたおもいやりのある女性

 ◆好きな言葉

　にふぇーでーびる（ありがとうの気持ちを忘れ

ずに）

◆お気に入りの観光スポット

うるま市のドライブスポット・海中道路（きれい

な海、青い空を眺めながら食べるタコライスは絶

品です。）

◆メッセージ

　これまで沖縄を離れて生活する中で、改めて沖

縄の素晴らしさと沖縄への愛を感じることが出来

ました。

　沖縄にはたくさんの魅力がございますが、”ゆい

まーる”や”うとぅいむち”の精神が作り出す、

暖かくて優しい雰囲気がとても大好きです。

　その魅力を踏まえ、沖縄の素晴らしさをお伝え

していきたいと思っております。常に感謝の気持

ちを忘れずに、親しみやすいミス沖縄を目指して

参ります。
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5. おわりに

　当財団の自主事業として実施しているミス沖縄

選出事業は、県内の多くの企業・団体様のご協賛

やご協力をいただいて実施しております。

　ミス沖縄は、沖縄の魅力を国内・海外に届ける

ことによって、本県のイメージアップを図り、ひ

いては県経済の発展に貢献してまいります。

【お問い合わせ先】
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

総務部　総務・経理課　ミス沖縄事務局　黒島・幸喜
〒 901-0152　沖縄県那覇市字小禄 1831 番地 1（沖縄産業支援センター 2 階）

TEL:098-859-6124　E-MAIL :miss@ocvb.or . jp

OCVB REPORT沖縄観光コンベンションビューローの取り組みについて 沖縄観光コンベンションビューローの取り組みについてOCVB REPORT
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はじめに 

　皆様、こんにちは。琉球銀行法人事業部より

台湾の則和企業管理顧問有限公司へ赴任してお

ります﨑山寛弥です。令和 2 年もあっという間

に 2 ヵ月が過ぎましたが、皆様いかがお過ごし

でしょうか？この間に台湾では春節 ( 旧正月 ) の

時期が過ぎ、人口約 265 万人を誇る大都市であ

る台北もこの時期は多くの市民が地元へ帰省し、

町全体が閑散としていました。また、一般的に

旅行が好きな台湾人は 1 週間程度の春節休暇を

利用して海外旅行へ出かける方々が多く、主要

空港を中心にどこも大混雑していたようです。

1. 春節とは・・・

　近年、台湾や中国からの来沖観光客が右肩上

がりで伸びていることもあり、沖縄でも「春節」

が少し身近に感じられるようになってきたので

はないでしょうか。すでにご存知の方も多いか

と思いますが、本号では春節に関して少し採り

上げさせていただきます。

　「春節」とは中華圏における旧正月に当たり、

旧暦を定める太陰太陽歴に基づいて毎年 1 月下

旬～ 2 月上旬頃に訪れます ( ちなみに、今年は 1

月 25 日が元旦とされ、前後の 23 ～ 29 が春節

休暇期間でした )。

　世界各国と同じく新暦による新年のお祝いも

ありますが、中華圏においては、この春節の方

が祝い事として盛り上がります。日本において

も、長崎や横浜、神戸など中華街がある一部地

域では旧正月の祝事が行われており、沖縄県内

でも同じくお祝いをしている地域も見られるか

と思います。また、韓国やベトナム、シンガポー

ルなどでも同じように旧正月を祝う慣習がある

ようです。

　では、台湾人は具体的にどのような春節を過ご

しているのでしょうか。まず、代表的な風習とし

て自宅やお店の周りに「春聯 ( しゅんれん )」と

呼ばれる文字が書かれた赤い板を飾り付けます。

　台湾では、赤＝縁起が良いとされているため、

そのほとんどが赤色で装飾されておりますが、

その板に記載される内容としては、「萬事如意 ( 意

味：万事うまくいきますように )」・「吉兆如意 ( 意

味：願いが叶いますように )」・「生意興隆 ( 意味：

商売繁盛しますように )」と新年に期待を込める

内容がほとんどです。どこの街も赤一色に染ま

る光景は圧巻で、賑やかかつ華やかな雰囲気に

包まれます。

レポーター
﨑山　寛弥

（琉球銀行法人事業部）

則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ赴任中

vol.139

春節（旧正月）のご紹介／
商談会・ミニセミナー参加

旧正月前で賑わいを見せる台北市の迪化街（問屋街）
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　また、春節中は実家に帰省して家族と過ごす

ことが一般的です。日本の大晦日では年越しそ

ばを食べることが風習となっていますが、台湾

では家族で食卓を囲みながら、縁起が良いとさ

れる魚料理を食すことが多いようです。中国語

でお金持ちを表す「年年有餘」という言葉に基

づき、「餘 ( ユイ )」と「魚 ( ユイ )」が同じ発音

であることから、『毎年お金が残るように』、『裕

福な生活が出来るように』といった願いを込め

て一家で食するようです。

　よって、春節前後は実家への帰省客を中心に

新幹線や国内航空便は大混雑となります。加え

て、レストランや小売店は閉店しているところ

も多く、春節期間中などに台湾旅行をご計画さ

れる方はご注意ください。

2.「2020 年度経済特区沖縄 商談会＆セミナー in

台湾」参加

　今年の春節が迫った 1 月 15 日に開催された、

「2020 年度経済特区沖縄 商談会＆セミナー」へ

参加いたしました。同商談会＆セミナーは、沖

縄と台湾の経済交流促進を目的として毎年開催

されており、今回も沖縄県内の企業様・団体な

ど 28 社 ( 団体 ) が台湾企業様と数多くの商談が

行われました。台湾側からは様々な業種・ニー

ズがありましたが、まずは改めて足元の台湾経

済情勢を簡単に説明します。

　台湾ではこれまで、主に「代工生産 (OEM・

ODM 等 )」による輸出型戦略を推進することで

経済発展を遂げてきました。中国やアメリカ向

けを中心とした半導体や電子部品の受託生産規

模・スペックは世界でもトップレベルにあり、

政府もその発展を全面的に下支えしてきました。　

近年では、同分野に加えイノベーション ( 技術革

新 ) やスタートアップといった分野を起点とした

経済成長モデルも同時に強化しております ( ※

台湾スタートアップの現状ついては、本誌 2019

年 7 月号にてご紹介させていただきました）。併

せて、現在の蔡政権は下記 5 つの分野を重点的

に推進しております。

台湾現政権が進める重点産業 (5 大イノベーション )
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　現在の台湾経済界では、「輸出産業への依存」・

「半導体産業への依存」・「中国大陸への依存」の

3 つの依存解消が課題だと指摘されています。日

本と同じく少子高齢化が進み、内需拡大にも限

りがある台湾では、上記に述べたスタートアッ

プを中心とした新事業領域・産業の育成を図っ

ている他、大企業を中心に海外市場への進出や

企業間連携を模索する動きが日本以上に進んで

います。

　また、最大の貿易相手国として全体の約 4 割

を占める中国(+香港)への依存解消も見据え、「新

南向政策」と銘打った ASEAN やオーストラリ

ア・ニュージーランドの関係強化策も促進され

ています。

　そのような中で開催された本商談会＆セミ

ナーですが、商談会開催に先立ち、主催者であ

る沖縄県商工労働部より「台湾最良のパートナー 

沖縄の活用」と題して、台湾企業様に向けた

ショートセミナーが行われました。入域観光客

数の順調な伸びを背景に活況が続く観光産業や

アジアとの近接性を活かしたものづくり産業の

推進、競争力を持った物流拠点など、日本の他

都道府県に比べた沖縄の優位性から、現在台湾

が抱える課題を踏まえた解決策としての沖縄活

用の可能性まで幅広い提言がなされました。

　弊行としても相談ブースを出展した他、ショー

トセミナー形式で現在の台湾事業展開の取組み

をプレゼンしてまいりました。

沖縄県 ショートセミナー

当行 台湾事業展開イメージ
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　台湾市場への進出を模索する日系企業様、自

治体向けの事業推進コンサルタントを担う現地

企業の則和企業管理顧問有限公司 ( ※弊行業務提

携先 ) との協業による沖縄⇔台湾双方でのビジネ

スニーズ開拓から、具体的な実務支援の実例ま

でをご説明させていただきました。当行の台湾

事業展開も取組み開始より約 2 年が経過し、多

方面のお客様からご相談をいただくことが増え

ております。

最後に

　今回のセミナー＆商談会にも多種多様な台湾

企業様が参加しており、最も近い日本として沖

縄とのビジネスを模索したいというニーズを改

めて確認することができました。製造拠点とし

て沖縄を活用し、「Made In Japan」ブランドを

取得することや EPA・FTA 網の活用による関

税コストの低減、沖縄独自の健康関連素材を活

かした商品開発いったニーズがある一方で、人

件費や生産コストの上昇による収益確保策の検

討など、課題も散見されます。沖縄県内企業様

にとりましても、台湾をはじめとする海外企業

とのビジネス展開は決して簡単ではないと思い

ますが、弊行では沖縄側および台湾現地の双方

でサポートさせていただく態勢を構築しており

ますので、台湾展開に関するご相談がございま

したら、ぜひ最寄りの支店もしくは﨑山 ( ※下記

連絡先 ) までご連絡ください。

則和企業管理顧問有限公司

( ※琉球銀行 業務提携先 / 﨑山赴任先 )

Tel : 098-895-8295( ※﨑山 / 台湾携帯 )

       080-6487-0457( ※﨑山 / 日本携帯 )

E-Mall : fs28@ryugin.co.jp



りゅうぎんビジネスクラブ主催セミナー
訪日観光客の心をつかむ！インバウンドビジネス成功戦略

講演会のご案内

「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行法人事業部内）

TEL：098-860-3817（担当：照屋、真栄城）までお願いいたします。
1 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

RYUGIN BUSINESS CLUB りゅうぎんビジネスクラブ

入会のご案内
　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行

役員との親睦の場を兼ねたトップセミ

ナーや実務セミナーに無料で参加いた

だけます。

【最近の実績】
H28.11.９　「老舗企業の経営革新」
H29.２.22　トップセミナー「経営戦略とし
　　　　　てのワークライフバランス」
H29.6.20　「業績向上！営業リーダーの条
　　　　　件と役割」
H29.8.17　「インバウンドビジネス成功戦略」

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。
※別途受講料が必要になります。

【著名な講師例】

・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問
・第5期　髙田 明 ㈱A and Live 代表取締役
・第6期　橋本 真由美 ブックオフコーポレーション㈱取締役相談役
・第7期　小島 英揮 Sti l l  Day One（同）代表社員パラレル
　　　　　　　　　　　　　 マーケター・エバンジェリスト/
　　　　　　　　　　　　　 CMC_Meetup発起人

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・「仕事が速い人」の時間の使い方

・実践「営業トーク」集

・好かれる人の「気づかい」

・ビジネスモデルをつくった人々

■「経営参考小冊子」の定期配送
税務・会計・法務・人事・労務など、経営のお役
に立つ情報レターを毎週FAX配信いたします。

【内容例】

・「残業規制時代」に企業ができること

・人事トラブルを防ぐ実務対応Ｑ＆Ａ

・情報を引き出す「質問力」向上のポイント

・次世代の経営リーダーを育てるには

■「りゅうぎんビジネスフラッシュ」定期配信

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労務士・行政書士などの各種専門
家を無料で派遣し、会員企業様の「経営課題」に対し、会員企業様・専門家・琉球銀行が一体
となって取り組むサービスです。
※1社につき年1回ご利用になれます。

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております1。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」に必要事項を記入の上、取引
店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります。

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法
年会費 20,000円

1

2
3

“傾向と対策”でインバウンド市場を攻略しよう！

　沖縄県への入域観光客数は今年の5月までに各月の過去最高を43ヵ月連続で更新しています。イ

ンバウンド需要を確実に取り込むために必須となる市場分析、戦略、経営者としての心構え等をイ

ンバウンドビジネスの専門家 村山 慶輔氏が豊富な知識を交えながら講義いたします！

日　　時：平成29年8月17日(木)午後1:30～4:30
午後1：30より30分間、琉球大学より産学連携についての
ご案内がございます。

会　　場：沖縄県立博物館・美術館 1階「博物館講座室」

         　 住所：那覇市おもろまち3丁目1-1

講　　師：株式会社やまとごころ

         　 代表取締役 兼 インバウンド戦略アドバイザー

         　 村山 慶輔（むらやま けいすけ）氏
         　 主な著書：「インバウンドビジネス集客講座」（翔泳社）等

定　　員：先着60名様 （原則1社1名様）
         　 ※定員に達し次第締切りますのでいますぐお申し込みを！

受 講 料：無料※ビジネスクラブ会員企業の方限定※
         　 非会員：8,000円（詳しくはお問い合わせください）

申込方法：申込欄をご記入の上ＦＡＸもしくはＥメールで

         　 お申し込みください。

申込期限：平成29年 8月15日（火）

兵庫県神戸市生まれ。ウィスコ
ンシン大学マディソン校卒。 
在学中、異文化交流に強い関心
を持ち、20ヵ国以上を旅行。 
2000～06年、アクセンチュア
勤務。 2007年インバウンド観
光に特化したB to Bサイト「や
まとごころ.jp」を立ち上げ、 企
業・自治体向けに情報発信、教
育・研修、コンサルティングな
どを提供中。 インバウンドビ
ジネスの専門家として国内外
各種メディアへ出演の他、 イ
ンバウンド関連諸団体の理事
を多数兼任。 
6月には3冊目となる著書「イ
ンバウンドビジネス集客講座
（翔泳社）」を出版。

入会のご案内 講演会のご案内

御社名

参加者
ご職位

お電話番号

お申込み
お問合せ

参加者名

琉球銀行 法人事業部 （りゅうぎんビジネスクラブ事務局　照屋・真栄城）
FAX．（098）－862－0704 E-mail：fs4@ryugin.co.jp
TEL．（098）－860－3817

村山 慶輔氏

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆　セミナー参加申込書　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆□
※本セミナーの申込によってお知らせいただいた個人情報は、本セミナーの運営・各種案内送付・各種サービ

スのご提案のためにのみ利用させていただきます。

開催概要

24 2519

りゅうぎんビジネスクラブ会員限定
「トップセミナー」開催のご案内

講演会のご案内

「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行法人事業部内）

TEL：098-860-3817（担当：照屋、真栄城）までお願いいたします。
1 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

RYUGIN BUSINESS CLUB りゅうぎんビジネスクラブ

入会のご案内
　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行

役員との親睦の場を兼ねたトップセミ

ナーや実務セミナーに無料で参加いた

だけます。

【最近の実績】
H29.２.22　トップセミナー「経営戦略とし
　　　　　てのワークライフバランス」
H29.6.20　「業績向上！営業リーダーの条
　　　　　件と役割」
H29.8.17　「インバウンドビジネス成功戦略」
H29.11.13　女性限定セミナー（講演＆ヨガ）

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。
※別途受講料が必要になります。

【著名な講師例】
・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問
・第5期　髙田 明 ㈱A and Live 代表取締役
・第6期　橋本 真由美 ブックオフコーポレーション㈱取締役相談役
・第7期　小島 英揮 Sti l l  Day One（同）代表社員パラレル
　　　　　　　　　　　　　 マーケター・エバンジェリスト/
　　　　　　　　　　　　　 CMC_Meetup発起人
・第8期　二条 彪　 ㈱国際後継者フォーラム 代表取締役

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・「仕事が速い人」の時間の使い方

・実践「営業トーク」集

・好かれる人の「気づかい」

・ビジネスモデルをつくった人々

■「経営参考小冊子」の定期配送
経営のお役に立つ情報をコンパクトにまとめ
た「りゅうぎんビジネスフラッシュ」を毎週配
信いたします。

【内容例】

・「論理的思考」が身に付く鉄則5選

・管理職の労務管理に関するQ&A

■「経営関連情報」の定期配信■

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労務士・行政書士・弁理士・通訳な
どの各種専門家を無料で派遣し、会員企業様の「経営課題」に対し、会員企業様・専門家・琉
球銀行が一体となって取り組むサービスです。
※1社につき年2回ご利用になれます（予算の都合により1回に制限する場合もございます）。

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております1。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」に必要事項を記入の上、取引
店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります。

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法
年会費 20,000円

1

2
3

講演＋会員企業トップの皆さまと弊行役員との親睦会
　りゅうぎんビジネスクラブでは、元マラソン選手の谷口浩美氏を講師にお招きして、「転んでも踏ま
れても立ち上がれ～失敗を怖がらず 糧にして強くなる～」と題し、トップセミナーを開催致します。
　谷口氏は現役時代から指導者となった現在を通じて、合宿やマラソン大会のゲストランナー、講演
会等で沖縄とは深い繋がりを持っていらっしゃいます。講演では、選手時代のエピソードを交えなが
ら、物事に取り組む姿勢や人材育成、また、近年「スポーツアイランド」としても注目を集めている沖縄
のスポーツ振興についてもお話しいただきます。
　講演終了後には弊行役員との懇親会も予定しておりますので、あわせてご参加下さいますようお願
い申し上げます。 ※谷口氏も懇親会に参加いたします！

テ ー マ：『転んでも踏まれても立ち上がれ～失敗を怖がらず糧にして強くなる～』

日　　時：平成30年2月9日(金) 講　演：午後4:30～6:00
　　　　　　　　　　　　　　懇親会：午後6:10～7:30

会　　場：かりゆしアーバンリゾート・ナハ 6階 「ニライカナイ」

募集人員：200名（定員になり次第締め切らせて頂きます）

参 加 料：無料（ビジネスクラブ会員限定、原則1社1名様限り）
申込期限：平成30年2月2日（金）締切

申込方法：所定の申込書に必要事項を記入の上営業店または

　　　　 ビジネスクラブ事務局までご提出ください。

宮崎県出身。元マラソン選手。

日体大卒業後、旭化成へ入社。1988年北京国際マラソンで自己ベスト記録で優勝

を果たし、1991年の世界陸上東京大会では日本陸上界で初となる金メダルを獲

得。1992年バルセロナ五輪で後続選手に押され、シューズを踏まれて転倒（8位入

賞）。ゴール後インタビューでの「こけちゃいました」という人柄の滲み出たコメ

ントは多くの人々を感動させた。

その後、沖電気陸上競技部監督、東京電力長距離・駅伝チーム監督、東京農業大学

陸上競技部助監督を歴任。指導者としての活動の傍ら、全国各地のマラソン大会

等のゲストランナーや講演会等で活躍。宮崎大学 特別教授も務める。

入会のご案内 講演会のご案内

お問合せ 琉球銀行法人事業部内 ビジネスクラブ事務局 照屋・真栄城
TEL．（098）－860－3817 E-mail：fs4@ryugin.co.jp

谷口 浩美氏

講師

非会員の皆様がご参加いただくには「りゅうぎんビジネスクラブ」への入会が必要となります。
クラブのサービス内容や入会手続きに関するお問い合わせは下記連絡先までお気軽にお問合せく
ださい！

開催概要

2/9（金）
開催！

たにぐち ひろ  み

24 25
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　近年マルウェアによる個人や企業情報の抜き
取り、プログラム書き換え、国家機密をも狙う
サイバー攻撃が行われています。これらのリス
ク軽減のためには、システム開発段階から脆弱
性等の検証・評価が不可欠ですが、加えてサイ
バーセキュリティ人材育成が重要と考えられて
います。
　そこで、当局が取り組むセキュリティ人材育
成についてご紹介いたします。

１．セキュリティ・ミニキャンプ in 沖縄 2019
　セキュリティ・ミニキャンプ in 沖縄は、次
世代を担う若年層への情報セキュリティに関す
る高度な技術教育を実施し、人材を発掘・育成
することを目的に開催しています。今年度は、
学生が 12 名参加し、12 月７日に国際電子ビ
ジネス専門学校にて、サイバーセキュリティの
基礎座学とグループワーク（実機演習）を織り
交ぜた専門講座が行われました。
　本講座は、当局も参加するセキュリティ・キャ
ンプ実施協議会、一般社団法人セキュリティ・
ミニキャンプ沖縄実施協議会、独立行政法人情
報処理推進機構（IPA）、一般社団法人沖縄 IT
イノベーション戦略センター（ISCO）が協力
して、2004 年度から毎年度１回開催していま
す。

２．Hardening Project
　Hardening Project は、『最高の「衛る」技
術を持つトップエンジニアを発掘・顕彰』を

目的としたセキュリティ堅牢化の競技会で、
2012 年に始まり、今回の第 15 回大会は１月
24 日～ 25 日に万国津梁館（名護市）にて開
催され、全国から 150 人が参加しました。
　１日目の Hardening Day では、競技者を９
チームに分け、８時間のサイバー攻撃によるシ
ステム不具合等の被害を最小化し、商品調達に
対応しながら、ショッピングサイトの売上を最
大化すべく、チームワークを生かした戦いが繰
り広げられました。
　２日目の Softening Day では、全参加チー
ムから競技を通した気づき、学びを振り返るプ
レゼンが行われ、また、攻撃担当チームから具
体的な攻撃内容や対処方法の説明が行われまし
た。優勝は「シーサー９」チームであり、表彰
状及び景品が手渡されました。

　本大会では、記念すべきサミット会場で、現
場で起こる驚異に対して仲間と共に連携して立
ち向かうための「HARDENING 宣言」を行い
ました。皆様方も是非ご参加ください。
https://wasforum.jp/2020/01/hardening-
manifesto/

　当局としても、沖縄がサイバーセキュリティ
など高度ＩＴ人材育成の拠点とすべく、今後と
も取り組んでまいります。

vol.124

http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部地域経済課

TEL：098-866-1730 担当：新崎、安田

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部

セキュリティ・ミニキャンプへの参加者

Hardening 2020 BO　競技風景

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

サイバーセキュリティの人材育成
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　SDGs は、2015 年の国連サミットで採択さ

れた「持続可能な開発のための 2030 アジェン

ダ」にて記載された 2030 年までに持続可能で

より良い世界を目指す国際目標です。経済・社

会・環境の三側面における 17 のゴールと 169

のターゲットから構成され、SDGs 達成に向

けた取組が世界中で進んでいます。

　沖縄総合事務局経済産業部では、県内企業の

SDGs への取組を加速化させるための取組を

行っており、今回はその一部をご紹介します。

●「ビジネス視点からの SDGs シンポジウム」

を開催！

　今年１月 23 日、ビジネスの場でも SDGs

を活用してもらうための方策などについて考え

る「ビジネス視点からの SDGs シンポジウム」

を開催しました。

　基調講演では、企業等のブランディングや

SDGs に深い知見のある株式会社エススリー

ブランディング代表取締役　川田勝也氏より、

「ＳＤＧｓを活用したブランディング」をテー

マにご講演いただきました。また、「ビジネス

視点で取り組む SDGs アクション」をテーマ

としたパネルディスカッションでは、「マーケ

ティング視点からみたＳＤＧｓの推進の意義」

「SDGs の 17 ゴールのうちどのゴールにアプ

ローチしていくのか」などといった議論があり

ました。

●「SDGs チェックツール」を公表しました！

　SDGs への取組に二の足を踏んでいる企業

の背中を押すため、検討委員会の議論を踏まえ

て「SDGs チェックツール」を作成しました。

事業を棚卸ししつつ、17 ゴールへ紐付けを行

う際の参考とするためのツールです。

　なお、このようなツールはこれまでにも様々

なものが作成されています。経済産業部では、

SDGs に取り組む前さばきとして活用してもら

える内容にしましたので、ぜひご活用ください。

パネルディスカッションの様子

←チェックツールは、沖縄総合事務局

経済産業部ＨＰで公開してます。※ス

マホからの場合は、「PC 版サイト」で

閲覧ください。

http://ogb.go.jp/keisan/20200203

ＳＤＧｓチェックツールの一部

vol.124

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

         「ビジネス視点で SDGs
　　　アクション」始めてみませ
　　　んか？

http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部企画振興課

TEL：098-866-1727 担当：仲西、上原

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部
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　２月８日（土）、「2019 年度 沖縄 RESAS デー

タ分析フォーラム」を開催しました。本フォー

ラムは、次世代を担う学生の育成や一般の方、

地方公共団体職員のデータの活用推進を目的

に、昨年度に引き続き２回目の開催となります。

　今回は、次の４件の政策アイデアの提案があ

りました。

　発表者及び作品名は以下のとおりです。

【大学生以上一般の部】

◆名桜大学 RESAS 研究会

「沖縄×美ら海×マルシェ ～美ら海水族館を

起点とした地域産業の販路開拓～」

（分析対象地域：本部町）

◆名桜大学草野ゼミ

「健康×長寿の名護市ヘルスツーリズム ～

「もう一泊」で医療を学ぶ～」

（分析対象地域：名護市）

【地方公共団体の部】

◆盛根 淳二（うるま市企画部企画政策課）

「人口減少社会のまちづくり」

（分析対象地域：うるま市）

◆内閣府沖縄総合事務局 RESAS チーム

「那覇市の待機児童問題！～目指すべき子育

て支援のあり方～」（分析対象地域：那覇市）

　各発表に対して、デー

タ & ストーリー合同会

社 代表 柏木 吉基 氏か

ら、地域の課題解決へ

の着眼点や分析手法、

発表者の提案力の向上

に繋がる助言や今後に期待するコメントがあり

ました。

　後半は、柏木氏による「武器としての『デー

タ活用』」と題した基調講演を行いました。

データを活用するためのポイントとして、デー

タを複数の視点から比較評価すること、現状分

析からいきなり方策検討に移らず、要因特定を

行うことが重要である等、データ活用のポイン

トについて解説いただきました。

　沖縄総合事務局では、提案内容の実現に向け

た関係機関との調整や、来年度も実施予定の「地

方創生☆政策アイデアコンテスト」へ向けたブ

ラッシュアップを行っていきます。

最後に

　経済産業省と内閣府では、地方創生推進の一

環として、効果的な施策の立案・実行・検証の

ためのツールとして RESAS 活用の普及に努め

ており、「地方創生☆政策アイデアコンテスト」

や「RESAS アプリコンテスト」を毎年開催し

ております。関心のある方は次のコンテストに

応募してみてはいかがでしょうか。

　また、沖縄総合事務局では RESAS の研修を

無料で実施しています。興味のある方は下記ま

でお気軽にお問合せください。

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

「2019 年度 沖縄 RESAS デー
タ分析フォーラム」の開催

4 組の発表の様子

柏木氏

http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

E-mai l：resas-okinawa@meti .go.jp

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部企画振興課

TEL：098-866-1727 担当：長嶺、仲宗根、比嘉

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部





那覇市、豊見城市、南風原町

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

事業期間

主体名：内閣府 沖縄総合事務局（直轄事業）
所在地：沖縄総合事務局 開発建設部道路建設課
　　　  那覇市おもろまち２丁目１番１号 那覇第２地方合同庁舎２号館　電話: 098-866-1914

豊見城東道路：平成３年度～ 小禄道路：平成23 年度～

一般国道506号　豊見城東道路・小禄道路事業名 ： 

①国道331 号小禄地区の交通渋滞の緩和、那覇中心部における通過交通の削減
②沖縄本島全域と那覇空港の定時性・速達性を確保
③沖縄本島における物流の効率化・観光産業を支援

事業規模 事業総延長11.9 ㎞の４車線の自動車専用道路

事　業　費 豊見城東道路：約1,230億円 小禄道路：約970億円

県内大型プロジェクトの動向　vol.122

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

（沖縄総合事務局開発建設部道路建設課提供）

完成イメージ図

現況及び

見 通 し

年 度
平 成 2
平 成 3
平成15
平成19
平成21
平成22
平成23
平成25
平成26

小禄道路

都市計画決定

事業化
用地着手
工事着手

豊見城東道路
都市計画決定
事業化
豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）暫定2車線開通
全線暫定2車線開通（L=6.2km）

豊見城・名嘉地ICロングランプ開通

豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）完成4車線開通
全線４車線開通（L=6.2km）

・那覇空港周辺では那覇西道路が平成23年8月全線4車線開通、豊見城東道路が平成27年3月に
全線4車線開通、豊見城・糸満道路が平成29年3月に全線4車線開通しており、小禄道路区間が
ミッシングリンクとなっている。
・那覇市南西部及びその周辺の国道331号等をはじめとする幹線道路では、交通の集中によって
旅行速度の低下が見られるとともに、主要渋滞箇所も点在しており交通渋滞が慢性化してい
る。
・沖縄県では宜野湾市から糸満市までが「国際物流拠点産業集積地域」に指定されるとともに、
豊見城東道路をはじめとする那覇空港自動車道の整備も進展し、その沿線では新たな地区計
画が決定するとともに地元の雇用が増加している。
・南部地域では、開発が進んでいる「豊崎タウン」や「しおざきタウン」において更に大型商業施
設や観光交流センターの開業が予定されているとともに、南城市や糸満市では都市計画の見
直しを図り企業誘致や拠点整備が進められ、広域的にまちづくりが進展している。
・小禄道路が通過する豊見城市は、人口伸び率は全国及び沖縄県平均をはるかに上回るペース
で増加しているとともに「成長力ランキング」で3年連続1位となるなど、さらなる交流人口の
増加が見込まれる。
・沖縄県の観光客数やレンタカー許可車両数、及びレンタカー事業所数は年々増加傾向となっ
ており、沖縄県における観光客数は、平成30年度には約1000万人と過去最高記録を更新して
おり、小禄道路周辺においては、今後も、那覇港泊ふ頭整備によるクルーズ船の寄港の増加や
那覇空港滑走路増設等によって、観光客や交通量の増加が見込まれる。
・豊見城東道路の開通により、沖縄自動車道を利用していた交通が那覇空港自動車道へと転換
し、国道329号の交通量が減少した。
・小禄道路の整備により、那覇中心部南側の外郭環状道路が完成することから、那覇中心部を通
過する交通が那覇空港自動車道や西海岸道路に転換し、さらなる那覇中心部の交通渋滞の緩
和が期待される。
・豊見城東道路、小禄道路の整備により、那覇空港～西原JCT間の速達性・定時性の向上、小禄地
区の交通容量の確保に伴う渋滞損失時間の削減が期待される。
・豊見城東道路の開通により、物流拠点である那覇空港からの所要時間が20分以内の豊見城市
に数多く企業が進出しており、今後も、小禄道路の整備により、那覇空港から20分圏域が広る
ことで国際物流拠点産業集積地域内の企立地の促進や物流産業効率化・活性化が期待される。
・豊見城東道路、小禄道路の整備により、那覇空港から平和祈念公園等の南部地域に点在する観
光地のほとんどが30分圏域となるほか、中部地域にある世界遺産や県内最大のリゾート地で
ある恩納村（北部西海岸地域）が概ね60分圏域となることで、沖縄本島全域に点在している観
光地へのアクセス性向上により、さらなる観光産業への支援が期待される。
・小禄道路の全体事業費は、土地条件の変更や土地単価の高騰などに伴い当初の620億円から
970億円に増額となった。

経 緯

・小禄道路の現在の用地進捗率は約94％及び事業進捗率は約54％、豊見城東道路の現在の用地
進捗率は約99％及び事業進捗率は約94％となっており、引き続き全線開通に向けて、事業進
捗を図る。

進捗状況

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

路 線 名

事 業 区 間

路 線 延 長
道 路 規 格
設 計 速 度
車 線 数
計画交通量

小禄道路（那覇空港自動車道）
（自）那覇市鏡水
（至）豊見城市名嘉地
5.7㎞
第1種第3級
80㎞／時
４車線
358百台／日（令和12年推計値）

豊見城東道路（那覇空港自動車道）
（自）豊見城市名嘉地
（至）南風原町山川
6.2㎞
第1種第3級
80㎞／時
４車線
282百台／日（令和12年推計値）

（沖縄総合事務局開発建設部道路建設課提供）

県内大型プロジェクトの動向   vo l .122

24



那覇市、豊見城市、南風原町

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

事業期間

主体名：内閣府 沖縄総合事務局（直轄事業）
所在地：沖縄総合事務局 開発建設部道路建設課
　　　  那覇市おもろまち２丁目１番１号 那覇第２地方合同庁舎２号館　電話: 098-866-1914

豊見城東道路：平成３年度～ 小禄道路：平成23 年度～

一般国道506号　豊見城東道路・小禄道路事業名 ： 

①国道331 号小禄地区の交通渋滞の緩和、那覇中心部における通過交通の削減
②沖縄本島全域と那覇空港の定時性・速達性を確保
③沖縄本島における物流の効率化・観光産業を支援

事業規模 事業総延長11.9 ㎞の４車線の自動車専用道路

事　業　費 豊見城東道路：約1,230億円 小禄道路：約970億円

県内大型プロジェクトの動向　vol.122

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

（沖縄総合事務局開発建設部道路建設課提供）

完成イメージ図

現況及び

見 通 し

年 度
平 成 2
平 成 3
平成15
平成19
平成21
平成22
平成23
平成25
平成26

小禄道路

都市計画決定

事業化
用地着手
工事着手

豊見城東道路
都市計画決定
事業化
豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）暫定2車線開通
全線暫定2車線開通（L=6.2km）

豊見城・名嘉地ICロングランプ開通

豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）完成4車線開通
全線４車線開通（L=6.2km）

・那覇空港周辺では那覇西道路が平成23年8月全線4車線開通、豊見城東道路が平成27年3月に
全線4車線開通、豊見城・糸満道路が平成29年3月に全線4車線開通しており、小禄道路区間が
ミッシングリンクとなっている。
・那覇市南西部及びその周辺の国道331号等をはじめとする幹線道路では、交通の集中によって
旅行速度の低下が見られるとともに、主要渋滞箇所も点在しており交通渋滞が慢性化してい
る。
・沖縄県では宜野湾市から糸満市までが「国際物流拠点産業集積地域」に指定されるとともに、
豊見城東道路をはじめとする那覇空港自動車道の整備も進展し、その沿線では新たな地区計
画が決定するとともに地元の雇用が増加している。
・南部地域では、開発が進んでいる「豊崎タウン」や「しおざきタウン」において更に大型商業施
設や観光交流センターの開業が予定されているとともに、南城市や糸満市では都市計画の見
直しを図り企業誘致や拠点整備が進められ、広域的にまちづくりが進展している。
・小禄道路が通過する豊見城市は、人口伸び率は全国及び沖縄県平均をはるかに上回るペース
で増加しているとともに「成長力ランキング」で3年連続1位となるなど、さらなる交流人口の
増加が見込まれる。
・沖縄県の観光客数やレンタカー許可車両数、及びレンタカー事業所数は年々増加傾向となっ
ており、沖縄県における観光客数は、平成30年度には約1000万人と過去最高記録を更新して
おり、小禄道路周辺においては、今後も、那覇港泊ふ頭整備によるクルーズ船の寄港の増加や
那覇空港滑走路増設等によって、観光客や交通量の増加が見込まれる。
・豊見城東道路の開通により、沖縄自動車道を利用していた交通が那覇空港自動車道へと転換
し、国道329号の交通量が減少した。
・小禄道路の整備により、那覇中心部南側の外郭環状道路が完成することから、那覇中心部を通
過する交通が那覇空港自動車道や西海岸道路に転換し、さらなる那覇中心部の交通渋滞の緩
和が期待される。
・豊見城東道路、小禄道路の整備により、那覇空港～西原JCT間の速達性・定時性の向上、小禄地
区の交通容量の確保に伴う渋滞損失時間の削減が期待される。
・豊見城東道路の開通により、物流拠点である那覇空港からの所要時間が20分以内の豊見城市
に数多く企業が進出しており、今後も、小禄道路の整備により、那覇空港から20分圏域が広る
ことで国際物流拠点産業集積地域内の企立地の促進や物流産業効率化・活性化が期待される。
・豊見城東道路、小禄道路の整備により、那覇空港から平和祈念公園等の南部地域に点在する観
光地のほとんどが30分圏域となるほか、中部地域にある世界遺産や県内最大のリゾート地で
ある恩納村（北部西海岸地域）が概ね60分圏域となることで、沖縄本島全域に点在している観
光地へのアクセス性向上により、さらなる観光産業への支援が期待される。
・小禄道路の全体事業費は、土地条件の変更や土地単価の高騰などに伴い当初の620億円から
970億円に増額となった。

経 緯

・小禄道路の現在の用地進捗率は約94％及び事業進捗率は約54％、豊見城東道路の現在の用地
進捗率は約99％及び事業進捗率は約94％となっており、引き続き全線開通に向けて、事業進
捗を図る。

進捗状況

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

路 線 名

事 業 区 間

路 線 延 長
道 路 規 格
設 計 速 度
車 線 数
計画交通量

小禄道路（那覇空港自動車道）
（自）那覇市鏡水
（至）豊見城市名嘉地
5.7㎞
第1種第3級
80㎞／時
４車線
358百台／日（令和12年推計値）

豊見城東道路（那覇空港自動車道）
（自）豊見城市名嘉地
（至）南風原町山川
6.2㎞
第1種第3級
80㎞／時
４車線
282百台／日（令和12年推計値）

（沖縄総合事務局開発建設部道路建設課提供）

県内大型プロジェクトの動向   vo l .122
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消費関連
百貨店売上高は、暖冬の影響による衣料品の減少や訪日外国人による消費の減少などから、８カ月連

続で前年を下回った。スーパー売上高は、食料品は増加したが、衣料品と住居関連は消費税率引き上げ
や暖冬などの影響が見られ、既存店ベースは４カ月連続で前年を下回った。全店ベースは３カ月連続で
前年を上回った。新車販売台数は消費税率引き上げの影響が続いており、自家用車需要が減少したこと
などから、４カ月連続で前年を下回った。電気製品卸売販売額は、主要製品は減少したが業務用製品な
どが増加したことから、８カ月連続で前年を上回った。
先行きは、食料品は堅調に推移するものの、消費税率引き上げや新型コロナウィルスの影響により弱

含むものとみられる。

公共工事請負金額は、国、独立行政法人等・その他は減少したが、県、市町村は増加したことから、４カ月
連続で前年を上回った。建築着工床面積（12月）は、居住用、非居住用ともに減少したことから４カ月連続
で前年を下回った。新設住宅着工戸数（12月）は、給与は増加したが、持家、貸家、分譲は減少したことから
３カ月連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、民間工事は増加したものの、公共工事は減
少したことから８カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは３カ月連続で前年を下回り、
生コンは２カ月連続で前年を下回った。鋼材は単価の低下などから前年を下回り、木材は住宅関連工事向
けの出荷減などから前年を下回った。
先行きは、民間工事の伸びが鈍化しているものの、手持ち工事額は引き続き高水準で推移することが予

想され、概ね好調な動きが続くものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、５カ月ぶりに前年を下回った。国内客は前年を上回り、外国客は前年を下回った。外
国客は、空路利用客、海路利用客ともに前年を下回った。方面別に寄与度でみると台湾、香港は増加し、
韓国、中国本土は減少した。県内主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観
光施設入場者数は６カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに前年を上回った。
先行きは、日韓関係悪化による韓国客の大幅な減少の継続、新型コロナウィルスの影響による中国客

の減少がみられ、一時的に弱含むとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比15.8％減となり２カ月連続で前年を下回った。宿泊業・飲食サービス業な
どで増加し、生活関連サービス業、娯楽業や情報通信業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.11
倍と、前月より0.08ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.4％と、前月より0.5％ポイント悪化した。
消費者物価指数は、交通・通信などの上昇や諸雑費などの下落により、前年同月比と同水準だった。
企業倒産は、件数が１件で前年同月を３件下回った。負債総額は3,000万円で前年同月比94.6％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

１月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は新型コロナウィルスの影響で訪日

外国人による消費が減少したことなどから前年を下回り、スーパーは衣料品と住居関

連は消費税率引き上げや暖冬などの影響が見られたことから前年を下回った。耐久消

費財では、新車販売は消費税率引き上げの影響が続いており、自家用車需要が減少した

ことなどから前年を下回り、電気製品卸売は業務用製品などが増加したことから前年

を上回った。

建設関連では、公共工事は県、市町村は増加したことから前年を上回った。建築着工

床面積は居住用、非居住用ともに減少したことから前年を下回った。新設住宅着工戸数

は持家、貸家、分譲は減少したことから前年を下回った。建設受注額は公共工事は減少

したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を下回った。国内客は前年を上回り、外国客は前

年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、建設関連は概ね好調に推移しているものの、消費関連が消費税率引き

上げの影響などにより弱含んでいること、観光関連が新型コロナウィルスの影響で一

時的に弱含んでいること（※下方修正）から、県内景気は足踏みしている。（※下方修正）

景気は、足踏みしている

消費関連では、百貨店売上高は前年を下回る

観光関連では、入域観光客数が前年を下回る
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消費関連
百貨店売上高は、暖冬の影響による衣料品の減少や訪日外国人による消費の減少などから、８カ月連

続で前年を下回った。スーパー売上高は、食料品は増加したが、衣料品と住居関連は消費税率引き上げ
や暖冬などの影響が見られ、既存店ベースは４カ月連続で前年を下回った。全店ベースは３カ月連続で
前年を上回った。新車販売台数は消費税率引き上げの影響が続いており、自家用車需要が減少したこと
などから、４カ月連続で前年を下回った。電気製品卸売販売額は、主要製品は減少したが業務用製品な
どが増加したことから、８カ月連続で前年を上回った。
先行きは、食料品は堅調に推移するものの、消費税率引き上げや新型コロナウィルスの影響により弱

含むものとみられる。

公共工事請負金額は、国、独立行政法人等・その他は減少したが、県、市町村は増加したことから、４カ月
連続で前年を上回った。建築着工床面積（12月）は、居住用、非居住用ともに減少したことから４カ月連続
で前年を下回った。新設住宅着工戸数（12月）は、給与は増加したが、持家、貸家、分譲は減少したことから
３カ月連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、民間工事は増加したものの、公共工事は減
少したことから８カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは３カ月連続で前年を下回り、
生コンは２カ月連続で前年を下回った。鋼材は単価の低下などから前年を下回り、木材は住宅関連工事向
けの出荷減などから前年を下回った。
先行きは、民間工事の伸びが鈍化しているものの、手持ち工事額は引き続き高水準で推移することが予

想され、概ね好調な動きが続くものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、５カ月ぶりに前年を下回った。国内客は前年を上回り、外国客は前年を下回った。外
国客は、空路利用客、海路利用客ともに前年を下回った。方面別に寄与度でみると台湾、香港は増加し、
韓国、中国本土は減少した。県内主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観
光施設入場者数は６カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに前年を上回った。
先行きは、日韓関係悪化による韓国客の大幅な減少の継続、新型コロナウィルスの影響による中国客

の減少がみられ、一時的に弱含むとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比15.8％減となり２カ月連続で前年を下回った。宿泊業・飲食サービス業な
どで増加し、生活関連サービス業、娯楽業や情報通信業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.11
倍と、前月より0.08ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.4％と、前月より0.5％ポイント悪化した。
消費者物価指数は、交通・通信などの上昇や諸雑費などの下落により、前年同月比と同水準だった。
企業倒産は、件数が１件で前年同月を３件下回った。負債総額は3,000万円で前年同月比94.6％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

１月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は新型コロナウィルスの影響で訪日

外国人による消費が減少したことなどから前年を下回り、スーパーは衣料品と住居関

連は消費税率引き上げや暖冬などの影響が見られたことから前年を下回った。耐久消

費財では、新車販売は消費税率引き上げの影響が続いており、自家用車需要が減少した

ことなどから前年を下回り、電気製品卸売は業務用製品などが増加したことから前年

を上回った。

建設関連では、公共工事は県、市町村は増加したことから前年を上回った。建築着工

床面積は居住用、非居住用ともに減少したことから前年を下回った。新設住宅着工戸数

は持家、貸家、分譲は減少したことから前年を下回った。建設受注額は公共工事は減少

したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を下回った。国内客は前年を上回り、外国客は前

年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、建設関連は概ね好調に推移しているものの、消費関連が消費税率引き

上げの影響などにより弱含んでいること、観光関連が新型コロナウィルスの影響で一

時的に弱含んでいること（※下方修正）から、県内景気は足踏みしている。（※下方修正）

景気は、足踏みしている

消費関連では、百貨店売上高は前年を下回る

観光関連では、入域観光客数が前年を下回る
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2020.1 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2020.1

項目別グラフ　3カ月 2019.11～2020.1

2019.11－2020.1

（注） 広告収入は19年12月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は19年10月～19年12月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2020.1 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2020.1

項目別グラフ　3カ月 2019.11～2020.1

2019.11－2020.1

（注） 広告収入は19年12月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は19年10月～19年12月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

８カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比9.3％減と８
カ月連続で前年を下回った。消費税率引
き上げの影響が残る中、食料品は催事売
上などが減少し、衣料品は暖冬の影響で
クリアランスセールが苦戦したことなど
から減少した。身の回り品は靴やバッグ
などが減少し、家庭用品・その他は新型コ
ロナウィルスの影響で訪日外国人による
化粧品消費が低迷したことなどから減少
した。
・品目別にみると、食料品（同6.0％減）、衣料
品（同9.0％減）、身の回り品（同10.0％減）、
家庭用品・その他（同11.4％減）は減少した。

・スーパー売上高は、既存店ベースでは、前

年同月比0.7％減と４カ月連続で前年を下

回った。

・食料品は、旧正月の月ズレにより惣菜や

生鮮食品が増加したことやセール効果な

どから同1.2％増となった。消費税率引き

上げや暖冬などの影響がみられ、衣料品

は冬物衣料の動きが鈍かったことなどか

ら同11.0％減となり、住居関連は家電や化

粧品の減少などから同4.9％減となった。

・全店ベースでは、同1.5％増と３カ月連続

で前年を上回った

全店ベースは３カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万6,303

台で前年同月比0.9％増と、２カ月連続で

前年を上回った。

・内訳では、普通自動車は6,033台（同3.2％

減）、軽自動車は１万270台（同3.6％増）

となった。

２カ月連続で増加

・電気製品卸売販売額は、白物家電やＡＶ

商品、エアコンなどの主要製品は減少し、

業務用製品などは増加したことなどか

ら、前年同月比1.9％増と８カ月連続で前

年を上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同18.8％減、テレビが同3.3％

減、白物では洗濯機が同0.2％減、冷蔵庫

が同18.5％減、エアコンが同3.1％減、そ

の他は同8.4％増となった。

８カ月連続で増加

・新車販売台数は3,314台となり、前年同月

比7.3％減と４カ月連続で前年を下回った。

普通乗用車はレンタカー需要により増加

したが、小型乗用車や軽乗用車などは、消

費税率引き上げの影響などで自家用車需

要が減少したことなどから、前年を下

回った。

・普通自動車（登録車）は1,370台（同0.1％

減）で、うち普通乗用車は534台（同1.1％

増）、小型乗用車は665台（同2.9％減）で

あった。軽自動車（届出車）は1,944台（同

11.8％減）で、うち軽乗用車は1,488台（同

17.9％減）であった。

４カ月連続で減少
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

８カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比9.3％減と８
カ月連続で前年を下回った。消費税率引
き上げの影響が残る中、食料品は催事売
上などが減少し、衣料品は暖冬の影響で
クリアランスセールが苦戦したことなど
から減少した。身の回り品は靴やバッグ
などが減少し、家庭用品・その他は新型コ
ロナウィルスの影響で訪日外国人による
化粧品消費が低迷したことなどから減少
した。
・品目別にみると、食料品（同6.0％減）、衣料
品（同9.0％減）、身の回り品（同10.0％減）、
家庭用品・その他（同11.4％減）は減少した。

・スーパー売上高は、既存店ベースでは、前

年同月比0.7％減と４カ月連続で前年を下

回った。

・食料品は、旧正月の月ズレにより惣菜や

生鮮食品が増加したことやセール効果な

どから同1.2％増となった。消費税率引き

上げや暖冬などの影響がみられ、衣料品

は冬物衣料の動きが鈍かったことなどか

ら同11.0％減となり、住居関連は家電や化

粧品の減少などから同4.9％減となった。

・全店ベースでは、同1.5％増と３カ月連続

で前年を上回った

全店ベースは３カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万6,303

台で前年同月比0.9％増と、２カ月連続で

前年を上回った。

・内訳では、普通自動車は6,033台（同3.2％

減）、軽自動車は１万270台（同3.6％増）

となった。

２カ月連続で増加

・電気製品卸売販売額は、白物家電やＡＶ

商品、エアコンなどの主要製品は減少し、

業務用製品などは増加したことなどか

ら、前年同月比1.9％増と８カ月連続で前

年を上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同18.8％減、テレビが同3.3％

減、白物では洗濯機が同0.2％減、冷蔵庫

が同18.5％減、エアコンが同3.1％減、そ

の他は同8.4％増となった。

８カ月連続で増加

・新車販売台数は3,314台となり、前年同月

比7.3％減と４カ月連続で前年を下回った。

普通乗用車はレンタカー需要により増加

したが、小型乗用車や軽乗用車などは、消

費税率引き上げの影響などで自家用車需

要が減少したことなどから、前年を下

回った。

・普通自動車（登録車）は1,370台（同0.1％

減）で、うち普通乗用車は534台（同1.1％

増）、小型乗用車は665台（同2.9％減）で

あった。軽自動車（届出車）は1,944台（同

11.8％減）で、うち軽乗用車は1,488台（同

17.9％減）であった。

４カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、151億4,491万円で、

国、独立行政法人等・その他は減少したが、

県、市町村は増加したことから、前年同月

比1.3％増となり、４カ月連続で前年を上

回った。

・発注者別では、県（同165.7％増）、市町村

（同23.3％増）と増加し、国（同28.6％減）、

独立行政法人等・その他（同68.8％減）と減

少した。

４カ月連続で増加
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、民間工事は増加したものの、公共

工事は減少したことから、前年同月比

71.1％減と８カ月連続で前年を下回っ

た。

・発注者別では、公共工事（同82.8％減）は

３カ月ぶりに減少し、民間工事（同1.1％

増）は８カ月ぶりに増加した。

８カ月連続で減少

・セメント出荷量は７万2,470トンとなり、
前年同月比6.9％減と３カ月連続で前年
を下回った。
・生コン出荷量は13万480㎥で同0.9％減
となり、２カ月連続で前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、米軍工事向けなどが増加し、
空港関連向けや学校関連向けなどが減
少した。民間工事では、宿泊施設向けや
商業施設向けなどが増加し、医療関連向
けなどが減少した。

・鋼材売上高は、単価の低下などから前年

同月比14.0％減と４カ月連続で前年を

下回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が減少したことなどから同0.8％減と２

カ月連続で前年を下回った。

セメントは３カ月連続で減少、
生コンは２カ月連続で減少

鋼材は４カ月連続で減少、
木材は２カ月連続で減少

・建築着工床面積（12月）は13万6,721㎡と

なり、居住用、非居住用ともに減少したこ

とから、前年同月比61.2％減と４カ月連続

で前年を下回った。用途別では、居住用は

同24.7％減となり、非居住用は同78.0％減

となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用、居住産業併用

ともに減少した。非居住用では、教育・学

習支援業用などが増加し、鉱業・建設業用

や卸売・小売業用などが減少した。

４カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（12月）は1,244戸とな

り、給与は増加したが、持家、貸家、分譲は

減少したことから前年同月比17.5％減と

３カ月連続で前年を下回った。

・利用関係別では、給与（86戸）が全増と増

加した。持家（231戸）が同11.5％減、貸家

（738戸）が同13.4％減、分譲（189戸）が同

52.0％減と減少した。

３カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、151億4,491万円で、

国、独立行政法人等・その他は減少したが、

県、市町村は増加したことから、前年同月

比1.3％増となり、４カ月連続で前年を上

回った。

・発注者別では、県（同165.7％増）、市町村

（同23.3％増）と増加し、国（同28.6％減）、

独立行政法人等・その他（同68.8％減）と減

少した。

４カ月連続で増加
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、民間工事は増加したものの、公共

工事は減少したことから、前年同月比

71.1％減と８カ月連続で前年を下回っ

た。

・発注者別では、公共工事（同82.8％減）は

３カ月ぶりに減少し、民間工事（同1.1％

増）は８カ月ぶりに増加した。

８カ月連続で減少

・セメント出荷量は７万2,470トンとなり、
前年同月比6.9％減と３カ月連続で前年
を下回った。
・生コン出荷量は13万480㎥で同0.9％減
となり、２カ月連続で前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、米軍工事向けなどが増加し、
空港関連向けや学校関連向けなどが減
少した。民間工事では、宿泊施設向けや
商業施設向けなどが増加し、医療関連向
けなどが減少した。

・鋼材売上高は、単価の低下などから前年

同月比14.0％減と４カ月連続で前年を

下回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が減少したことなどから同0.8％減と２

カ月連続で前年を下回った。

セメントは３カ月連続で減少、
生コンは２カ月連続で減少

鋼材は４カ月連続で減少、
木材は２カ月連続で減少

・建築着工床面積（12月）は13万6,721㎡と

なり、居住用、非居住用ともに減少したこ

とから、前年同月比61.2％減と４カ月連続

で前年を下回った。用途別では、居住用は

同24.7％減となり、非居住用は同78.0％減

となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用、居住産業併用

ともに減少した。非居住用では、教育・学

習支援業用などが増加し、鉱業・建設業用

や卸売・小売業用などが減少した。

４カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（12月）は1,244戸とな

り、給与は増加したが、持家、貸家、分譲は

減少したことから前年同月比17.5％減と

３カ月連続で前年を下回った。

・利用関係別では、給与（86戸）が全増と増

加した。持家（231戸）が同11.5％減、貸家

（738戸）が同13.4％減、分譲（189戸）が同

52.0％減と減少した。

３カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、72万7,800人（前年同月

比3.4％減）となり、５カ月ぶりに前年を下

回った。

・路線別では、空路は65万4,000人（同2.7％

減）となり６カ月連続で前年を下回った。

海路は７万3,800人（同9.6％減）となり５

カ月ぶりに前年を下回った。

・国内客は、53万4,300人（同2.0％増）となり、

２カ月連続で前年を上回った。

５カ月ぶりに前年を下回る

・主要ホテル売上高のうち宿泊収入は、販

売客室数（数量要因）、宿泊客室単価（価

格要因）ともに低下し、前年同月比1.8％

減と７カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテルは、販売客室数、宿泊客

室単価ともに低下し、同8.0％減と２カ

月連続で前年を下回った。リゾート型

ホテルは、販売客室数は増加、宿泊客室

単価は前年並みとなり、同0.3％増と８

カ月ぶりに前年を上回った。

７カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数（除く首里城）

は、前年同月比14.1％減となり、６カ月

連続で前年を下回った。

・首里城を含むと同18.6％減となった。マ

イナス幅は２カ月連続して縮小した。

６カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

3.5％増と２カ月ぶりに前年を上回った。

県内客は６カ月連続で前年を上回り、

県外客は５カ月連続で前年を下回った。

・売上高は同8.2％増と４カ月連続で前年

を上回った。

入場者数、売上高ともに増加

・入域観光客数（外国客）は、19万3,500人

（前年同月比15.8％減）となり、３カ月ぶり

に前年を下回った。空路は12万1,900人

（同18.9％減）と６カ月連続で前年を下回

り、海路は７万1,600人（同9.9％減）と５カ

月ぶりに前年を下回った。

・国籍別では、台湾７万1,200人（同29.5％

増）、中国本土４万7,100人（同29.1％減）、

香港２万2,600人（同109.3％増）、韓国１万

4,400人（同76.4％減) 、その他３万8,200人

(同4.7％増)となった。

３カ月ぶりに前年を下回る

・主要ホテルは、客室稼働率は66.9％となり、

前年同月比0.4％ポイント低下して６カ月

連続で前年を下回った。売上高は同1.5％

減と８カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテルは、客室稼働率は80.5％と

同1.6％ポイント低下して６カ月連続で前

年を下回り、売上高は同4.5％減と２カ月

連続で前年を下回った。リゾート型ホテ

ルは、客室稼働率は61.3％と同0.1％ポイ

ント上昇して６カ月ぶりに前年を上回り、

売上高は同0.4％減と８カ月連続で前年を

下回った。

稼働率は６カ月連続で低下、
売上高は８カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、72万7,800人（前年同月

比3.4％減）となり、５カ月ぶりに前年を下

回った。

・路線別では、空路は65万4,000人（同2.7％

減）となり６カ月連続で前年を下回った。

海路は７万3,800人（同9.6％減）となり５

カ月ぶりに前年を下回った。

・国内客は、53万4,300人（同2.0％増）となり、

２カ月連続で前年を上回った。

５カ月ぶりに前年を下回る

・主要ホテル売上高のうち宿泊収入は、販

売客室数（数量要因）、宿泊客室単価（価

格要因）ともに低下し、前年同月比1.8％

減と７カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテルは、販売客室数、宿泊客

室単価ともに低下し、同8.0％減と２カ

月連続で前年を下回った。リゾート型

ホテルは、販売客室数は増加、宿泊客室

単価は前年並みとなり、同0.3％増と８

カ月ぶりに前年を上回った。

７カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数（除く首里城）

は、前年同月比14.1％減となり、６カ月

連続で前年を下回った。

・首里城を含むと同18.6％減となった。マ

イナス幅は２カ月連続して縮小した。

６カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

3.5％増と２カ月ぶりに前年を上回った。

県内客は６カ月連続で前年を上回り、

県外客は５カ月連続で前年を下回った。

・売上高は同8.2％増と４カ月連続で前年

を上回った。

入場者数、売上高ともに増加

・入域観光客数（外国客）は、19万3,500人

（前年同月比15.8％減）となり、３カ月ぶり

に前年を下回った。空路は12万1,900人

（同18.9％減）と６カ月連続で前年を下回

り、海路は７万1,600人（同9.9％減）と５カ

月ぶりに前年を下回った。

・国籍別では、台湾７万1,200人（同29.5％

増）、中国本土４万7,100人（同29.1％減）、

香港２万2,600人（同109.3％増）、韓国１万

4,400人（同76.4％減) 、その他３万8,200人

(同4.7％増)となった。

３カ月ぶりに前年を下回る

・主要ホテルは、客室稼働率は66.9％となり、

前年同月比0.4％ポイント低下して６カ月

連続で前年を下回った。売上高は同1.5％

減と８カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテルは、客室稼働率は80.5％と

同1.6％ポイント低下して６カ月連続で前

年を下回り、売上高は同4.5％減と２カ月

連続で前年を下回った。リゾート型ホテ

ルは、客室稼働率は61.3％と同0.1％ポイ

ント上昇して６カ月ぶりに前年を上回り、

売上高は同0.4％減と８カ月連続で前年を

下回った。

稼働率は６カ月連続で低下、
売上高は８カ月連続で減少
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は18 . 7℃となり、前年同月

（18.1℃）、平年（17.0℃）より高かった。降

水量は24.0ｍｍで前年同月（55.0ｍｍ）よ

り少なかった。

・高気圧に覆われて晴れの日が多く、中旬以

降は前線や気圧の谷、大陸の高気圧の張り

出しに伴う寒気などの影響で曇りや雨の

日もあった。平年と比較すると、平均気温

はかなり高く、降水量はかなり少なく、日

照時間はかなり多かった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比15.8％減となり

２カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、宿泊業・飲食サービス業などで増

加し、生活関連サービス業、娯楽業や情報

通信業などで減少した。有効求人倍率（季

調値）は1.11倍と、前月より0.08ポイント

低下した。

・労働力人口は、76万人で同2.0％増となり、

就業者数は、73万7,000人で同1.5％増と

なった。完全失業者数は２万3,000人で同

21.1％増となり、完全失業率（季調値）は

3.4％と、前月より0.5％ポイント悪化した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月と同水準

だった。生鮮食品を除く総合は同0.1％増

と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、交通・通信などは

上昇し、諸雑費などは下落した。

前年同月と同水準

・倒産件数は、１件で前年同月を３件下

回った。業種別では、サービス業１件（前

年同月比１件増）となった。

・負債総額は、3,000万円となり、前年同月比

94.6％減となった。

件数、負債総額ともに減少

・広告収入（マスコミ：12月）は、前年同月比

1.4％減と４カ月連続で前年を下回った。

４カ月連続で減少

20202019
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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調値）は1.11倍と、前月より0.08ポイント

低下した。

・労働力人口は、76万人で同2.0％増となり、

就業者数は、73万7,000人で同1.5％増と

なった。完全失業者数は２万3,000人で同

21.1％増となり、完全失業率（季調値）は

3.4％と、前月より0.5％ポイント悪化した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月と同水準

だった。生鮮食品を除く総合は同0.1％増

と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、交通・通信などは

上昇し、諸雑費などは下落した。

前年同月と同水準

・倒産件数は、１件で前年同月を３件下

回った。業種別では、サービス業１件（前

年同月比１件増）となった。

・負債総額は、3,000万円となり、前年同月比

94.6％減となった。

件数、負債総額ともに減少

・広告収入（マスコミ：12月）は、前年同月比

1.4％減と４カ月連続で前年を下回った。
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沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

出所：全国銀行協会

学びバンク

りゅうぎん調査　学びバンク

36 3738

　那覇空港を拠点とした国際貨物ハブ事業の開始か
ら10年が過ぎました。沖縄の地理的優位性を生かし、
翌朝にはアジア各地に商品を届けることができる「ス
ピード」が同事業の最大の魅力です。
　別表は「那覇空港からの飲食料品輸出額」の推移で
す。2018年の輸出額は、国際貨物ハブ事業開始前
の08年と比較して約98倍となる15億円を超え
ました。なお航空輸送、海上輸送を合計した沖縄か
らの輸出額も順調に増え、18年は約31億9千万
円と過去最高の実績となりました。
　また、那覇空港からアジア7ヵ国の空港までの運
賃を県が負担する「航空コンテナスペース確保事業」
をご存知でしょうか。県産品や沖縄を経由した全国
特産品の輸出拡大を図ることを目的に県が実施して
いる事業で、この事業を活用した輸出額も年々増加
しています。18年度は、主に青果、畜産物等の輸出
が大きく伸び、約19億4千万円となりました。
　日本は08年から人口が減少し、高齢化も進んで
いるため、「日本人の胃袋」が年々小さくなっており、
経済成長が著しいアジアのマーケットは大きな魅力
があります。
　一方、沖縄への外国人観光客増加に伴い、アジア
近隣諸国では「沖縄」の認知度が上がっています。
自然や長寿などの沖縄の魅力を生かすことで、観光
だけでなく幅広い県内産業の活性化が図られ、同時
に県産品のさらなる海外展開が期待されています。

　設備投資を考える事業者が設備を購入すると、手持
ち資金が減少します。もしも手元に資金を残しておき
たいのであれば、一般的に金融機関から借り入れて設
備を購入しますが、ほかにもリースを利用し設備を導
入する選択肢もあります。
　リースとは、必要とする設備をリース会社が購入し、
一定期間賃貸する仕組みのことです。契約期間中、事
業者はリース会社へリース料の支払いが必要となりま
す。あらゆる設備がリース契約の対象で、コピー機な
どのＯＡ機器のほか、パソコンやサーバーなどのＩＴ
機器、自動車、建設機械、医療機器など多岐にわたり
ます。
　また、不動産もリース契約の対象になります。リー
スで導入する設備は自由に仕様を決めることができ、
また、長期にわたり使用することも可能です。
　リース契約で設備投資した場合のメリットとして、
①手元資金や銀行借入枠の維持②資産管理事務の合理
化③容易なコスト管理④償却期間の自由な設定（税務
上の条件あり）―などがあります。
　一方、デメリットとしては①中途解約ができない②
リース期間終了後も物件を所有はできない③リース料
には設備購入費用のほか、付随する費用やリース会社
の利益が含まれており、リース支払総額は購入した場
合と比較して割高となる場合がある―などが挙げられ
ます。
　設備投資に際し、資金調達の多様化を図ることはい
ずれの企業にも必要です。設備の所有にこだわらず使
用したい場合に、リースを利用した設備投資も選択肢
の一つです。

リース契約 国際貨物ハブ

琉球銀行　法人事業部
川平　佳史

琉球銀行　金武支店長
渡久地　卓

設備投資へ選択肢の一つ 県産品の海外展開期待



沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

出所：全国銀行協会

学びバンク

りゅうぎん調査　学びバンク

36 3739

　キャッシュレス決済の広がりとともに、電子マネー
や仮想通貨など通貨・決済手段の種類が増えていま
す。円や米ドルなど国が価値を保証する「法定通貨」
に対し、「電子マネー」は交通機関や流通、IT、通信
事業者といった一般企業が運営しています。
　仮想通貨は高度な暗号化技術を用いた、一つの運
営体によらない分散型台帳管理が特徴で、価値を保
証する主体はなく利用者間の信頼で成立しています。
一方、以前から法定通貨以外に世界各地で使われて
いるのが地域通貨です。ボランティアの対価として
発行され、有効期限内に商店街や地域で使われる「お
金」が一例で、景気活性化の効果があります。
　県内で代表的な地域通貨は「宮古島　理想通貨　
みゃーく」があり、島内をつなぐ仕組みが評価され
2019年度の「グッドデザイン賞」を受賞しました。
　また、地域通貨は高度にグローバル化した経済の
弱点を克服できる可能性も秘めています。例えば小
麦粉の値段は国際的な商品先物市場に大きく左右さ
れ、法定通貨である円も国際為替相場の影響を受け
日々変動します。どちらも実需以上に巨額な投機マ
ネーが流入しすぎると、相場が荒れやすく価格が不
安定になってしまいます。
　ところが地域で作られた商品を地域通貨で取引し
ていれば、このような国際的な金融市場の影響は受
けません。モノもカネも地産地消が進むことで、地
域がより活性化し、グローバルな景気変動に打ち勝
つ一つの解になるのかもしれません。　

地域通貨

琉球銀行　証券国際部　調査役
岡田　志穂

地元経済の活性に効果

　海中道路を望む「勝連城跡」は、1972年に国指
定史跡に指定され、2000年に「琉球王国のグスク
及び関連遺産群」の一つとして世界遺産に登録され
ており、うるま市を代表する魅力ある歴史遺産です。　　
　さらに16年9月に城跡で国内初となる、3～4
世の古代ローマ帝国のコインとみられる銅貨が出土
するなど、さらに歴史遺産としての魅力が高まって
きており、県内外から注目が集まっています。
　また、地域の子ども達の居場所づくりと青少年人
材育成を目的に2000年から開催されてきた現代版
組踊「肝高の阿麻和利」は、父母を中心とした「あ
まわり浪漫の会」も結成され、08年には、朝日新
聞社が主催している「第10回朝日のびのび教育賞」
を県内で初めて受賞しました。このように勝連城跡
は、子どもたちの育成の舞台としても地域から愛さ
れています。
　そのような中、うるま市では13年12月「勝連
城跡周辺文化観光整備基本計画」を策定。「勝連城跡」
「文化観光施設」「勝連城跡公園」の3施設が効果的
に連動し、「肝高の歴史浪漫を感じる交流空間の創出」
を将来像として示しています。
　グラフで示す通り、勝連城跡の入場者数は年々増
加傾向にあり、06年の8万3,957人が18年には
18万4,646人と約2倍に増えました。
　今後の周辺整備事業で公民連携した取り組みが進
むことにより、飲食機会、宿泊機会が創出され、地
域の活性化、観光消費拡大につながることが期待さ
れています。

勝連城跡周辺整備

琉球銀行　屋慶名支店長
糸数　幸弘

高まる魅力　観光に期待
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沖縄労働局の「外国人雇用状況」の届出

状況まとめ（19年10月末現在）によると、

外国人労働者数は前年同期比26.7％増

の１万314人、外国人労働者を雇用する

事業所数は同22.0％増の1,941カ所で、

ともに過去最高を更新した。国籍別では

ネパールが最も多く、次いでベトナム、

フィリピンの順となった。

「ResorTech Okinawa おきなわ国際ＩＴ

見本市」が、２月５日と６日に沖縄コン

ベンションセンターで開催された。事務

局の発表によると、参加者数（速報値）は

５日が約4,500人、６日が4,300人の合計

8,800人だった。

沖縄県保健医療部によると、県内で初と

なる１名の新型コロナウィルス感染症患

者が発生した。患者は60代のタクシー運

転手の女性で、２月１日に那覇港に寄港

したダイヤモンドプリンセス号に乗船し

ていた４名を乗車、２月５日に咳や関節

痛等の症状が現れた経緯が公表された。

㈱東京商工リサーチ沖縄支店によると、

19年における県内企業の休廃業と解散

の件数は前年比1.3％減の370件となり、

集計を開始した00年以降、２番目に高い

水準となった。後継者難に加え、人手不

足のなか賃上げ出来ないなどの理由か

ら止む無く事業継続を断念したとみら

れる。

沖縄UDS㈱は、那覇市前島に「ホテルアン

テルーム那覇」を開業した。ホテルは地上

７階建、客室数126室。「アート＆カル

チャー」をコンセプトに、フロントエリア

に併設するギャラリーや客室、共有部な

ど随所に沖縄のアートが配されている。

沖縄県企画部の家計調査によると、19年

の二人以上の世帯のうち勤労者世帯の

一世帯当たりの消費支出は前年比（実

質）5.3％増の25万774円と、３年連続で

増加した。実収入は同2.6％増の37万

1,834円と、２年連続で増加した。

農林水産省によると、19年の農林水産

物・食品の輸出額（速報値）は、前年同期比

0.6％増の9,121億円となった。輸出先を

国・地域別でみると、輸出額が最も多いの

は香港で、次いで中国、米国の順となった。

財務省の19年の国際収支状況（速報）に

よると、経常収支はサービス収支が黒字

に転化したこと等から黒字幅を拡大し、

前年比4.4％増の20兆597億円となった。

貿易・サービス収支のうち、貿易収支は輸

出額の減少が輸入額の減少を上回ったこ

とから、黒字幅を縮小した。

内閣府によると、19年10～12月期の実質

GDP成長率（１次速報値）は、前期比1.6％

減（年率6.3％減）となり、５四半期ぶりの

マイナス成長となった。また、19年暦年

の実質GDP成長率は、同0.7％増と８年連

続のプラス成長となった。

観光庁の旅行・観光消費動向調査（速報）

によると、19年の日本人国内旅行消費額

は前年比7.0％増の21兆9,114億円となっ

た。うち宿泊旅行消費額が同8.5％増の17

兆1,493億円、日帰り旅行消費額が同

1.8％増の４兆7,620億円だった。日本人

国内延べ旅行者数は同4.4％増の５億

8,666万人だった。

厚生労働省の毎月勤労統計調査によると、

19年の月間現金給与総額は前年比0.3％

減の32万2,612円となった。うち一般労働

者は同0.3％増の42万5,203円、パートタ

イム労働者は前年と同水準の９万9,765

円(前年と同水準)となった。

Ｊリーグ（日本プロサッカーリーグ）は、

新型コロナウィルス感染予防対策および

拡散防止のため、２月26日の2020Ｊリー

グYBCルヴァンカップと、３月15日まで

に開催予定のすべての公式戦の開催延期

を決定した。

沖　　縄 全国・海外

ECONOMIC DIARY 
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沖縄県内の主要経済指標   vo l .2沖縄県内の主要経済指標   vo l .1

沖縄県内の主要経済指標

40 41

注) 百貨店売上高は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

注) 新車販売台数の出所は沖縄県自動車販売協会、中古自動車販売台数は沖縄県中古自動車販売協会。

注) ホテルは、2019年8月より調査先が25ホテルから28ホテルとなった。

注) 2012年5月より外国客の入域観光客数を掲載した。

注) 鉱工業生産指数の暦年値、前年比は原指数の増減率。　2019年4月より2015年＝100に改定された。

注) 消費者物価指数は、2016年7月より2015年＝100に改定された。

注) 失業率と有効求人倍率は、2019年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

注) 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。
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沖縄県内の金融統計

沖縄県内の金融統計

42

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。

注) 不渡発生率は、不渡実数（金額）÷手形交換高（金額）×100

注 ) 県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。



CON T E N T S

経営トップに聞く
平安座総合開発株式会社
～創立半世紀の歴史を糧に百年企業を目指し邁進していく～

代表取締役社長　
しも

下 
じょう

條 　
よし

義 
あき

明

起業家訪問　An Entrepreneur
合資会社 導プランニング
～環境に優しい工事用資材製品があることを県民のみなさんにも知ってもらいたい～

代表者　
わ

和 

う

宇 
け

慶　
いさお

勲

新時代の教育研究を切り拓く
～気候変動と海水温上昇が真珠貝の進化に影響～
沖縄科学技術大学院大学コミュニケーション・広報ディビジョン メディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

OCVBの取り組みについて
～沖縄観光親善使節　第39代「ミス沖縄」が決定しました！～
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

アジア便り 台湾
～春節（旧正月）のご紹介/商談会・ミニセミナー参加～

レポーター：
さき

﨑 

やま

山　
ひろ  や  

寛弥（琉球銀行）
則和企業管理顧問有限公司へ赴任中

りゅうぎんビジネスクラブ
～「りゅうぎんビジネスクラブ」入会のご案内～

行政情報124
沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内大型プロジェクトの動向122

沖縄県の景気動向（2020年1月）
～建設関連は概ね好調に推移しているものの、消費関連が消費税率引き上げ

の影響で、観光関連では新型コロナウィルスの影響で一時的に弱含んでおり、

県内景気は足踏みしている（下方修正）～

学びバンク
・リース契約 ～設備投資へ選択肢の一つ～

  琉球銀行法人事業部　川平　佳史（かわひら　よしふみ）

・国際貨物ハブ ～県産品の海外展開期待～

  琉球銀行金武支店長　渡久地　卓（とぐち　たかし）

・地域通貨 ～地元経済の活性に効果～ 

  琉球銀行証券国際部調査役　岡田　志穂（おかだ　しほ）

・勝連城跡周辺整備 ～高まる魅力　観光に期待～

  琉球銀行屋慶名支店長　糸数　幸弘（いとかず　ゆきひろ）

経営情報 2020年度税制改正大綱～個人所得課税関連～
～2020年度税制改正大綱が閣議決定されました～
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

経済日誌 2020年2月
県内の主要経済指標
県内の金融統計

とくとく特典とくとく特典

ポイントサービス
ポイント数に応じてサービスいろいろ！

ポイントサービスとは！ ポイントサービスのお申
込みがまだの方は、店頭
のポイントサービス申込
み用紙にご記入のうえ、
窓口または郵便にてお申
込み下さい。シルバーコース 50point 以上 ゴールドコース100point以上 エクセレントコース200point 以上

※商品についての詳しいお問い合せは、りゅうぎん窓口かフリーコールまで。

フリー
コール

検 索琉球銀行　ポイントサービス

http：//www.ryugin.co.jp/

ATM時間外
手数料が
（当行ATM利用時のみ）

無料！ 当行本支店間の
振込手数料が
（キャッシュカード使用時のみ）

無料！ スーパー定期の
金利を上乗せ！
（※店頭表示金利＋0.05％）

特典1 特典2 特典3 

日頃お世話になっているお客様に対し、毎月のお取引内容をポイント化し、
その合計ポイントに応じて手数料割引または金利優遇等の特典が
受けられるサービスのことをいいます。

■平成30年
４月（No.582）　経営トップに聞く　株式会社ナノシステムソリューションズ
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アクティブホビープロダクツ

５月（No.583）　特集　2017年度の沖縄県経済の動向

６月（No.584）　経営トップに聞く　株式会社沖縄ヤマハ
　　　　　　　特別寄稿　沖縄県におけるインバウンド消費を取
　　　　　　　　　　　　り巻く動向について
　　　　　　　特集　沖縄県の主要経済指標

７月（No.585）　経営トップに聞く　株式会社琉球住樂
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社イメイド

８月（No.586）　経営トップに聞く　株式会社沖縄ソフトウェアセンター
　　　　　　　特集1 リーマンショック後の県内ホテル稼働状況
　　　　　　　特集2 沖縄県内における2018年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

９月（No.587）　経営トップに聞く　平安株式会社
　　　　　　　特別寄稿　インバウンド消費と沖縄貨物ハブよりの
　　　　　　　　　　　　輸出について

10月（No.588）　経営トップに聞く　株式会社日進商会
　　　　　　　An Entrepreneur　城紅型染工房

11月（No.589）　経営トップに聞く　有限会社アグロオーガジャパン
　　　　　　　An Entrepreneur　沖縄チエル株式会社

12月（No.590）　経営トップに聞く　沖縄ガス株式会社

■平成31年
１月（No.591）　経営トップに聞く　マエダ電気工事株式会社
　　　　　　　特集1 ハワイの観光と沖縄
　　　　　　　特集2 沖縄県経済2018年の回顧と2019年の展望

２月（No.592）　経営トップに聞く　福山グループ

３月（No.593）　経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人有限会社白川ファーム
　　　　　　　特集　沖縄県内宿泊施設の需給動向

４月（No.594）　経営トップに聞く　エイアンドダブリュ沖縄株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　ソーエイドー株式会社
　　　　　　　特集　欧・米・豪・露からの外国人観光客の誘致について

■令和元年
５月（No.595）　経営トップに聞く　有限会社インターリンク沖縄
　　　　　　　An Entrepreneur　そうざいの店　仲尾次
　　　　　　　特別寄稿　第2滑走路完成後の那覇空港について
　　　　　　　特集 2018年度の沖縄県経済の動向

６月（No.596）　経営トップに聞く　下地島エアポートマネジメント株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社オムニバスワンダーラボ
　　　　　　　講演録　沖縄県の未来を考えるシンポジウム

７月（No.597）　経営トップに聞く　株式会社はやて
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社蟹蔵
　　　　　　　特別寄稿　アジアにおけるコールドチェーンの発
　　　　　　　　　　　　達と沖縄
　　　　　　　特集1 沖縄県内のレンタカー業界の動向について
　　　　　　　特集2 沖縄県の主要経済指標

８月（No.598）　経営トップに聞く　株式会社ビザライ
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アミューズメントドリーム

９月（No.599）　経営トップに聞く　沖縄特産販売株式会社

10月（No.600）　経営トップに聞く　株式会社ジャカコン西日本
　　　　　　　特集　沖縄県内における2019年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

11月（No.601）　経営トップに聞く　株式会社okicom

12月（No.602）　経営トップに聞く　米島酒造株式会社

■令和２年
１月（No.603）　経営トップに聞く　株式会社ポイントピュール
　　　　　　　An Entrepreneur　合資会社越来造船
　　　　　　　特集1 沖縄県内のオーバーツーリズムの現状および課題
　　　　　　　特集2 沖縄県経済2019年の回顧と2020年の展望

２月（No.604）　経営トップに聞く　有限会社MIZUHO

特集レポートバックナンバー
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